
(57)【要約】

【課題】　単一の音声信号に対して統合された仕方で不

可逆的圧縮および可逆的圧縮を使用する。

【解決手段】　統合された不可逆的可逆的音声圧縮のス

キームが、不可逆的音声圧縮と可逆的音声圧縮を同一の

音声信号内で組み合わせる。この手法は、不可逆的符号

化フレームと可逆的符号化フレームの間で遷移フレーム

の混合の可逆的符号化を使用してシームレスな遷移を生

成する。混合の可逆的符号化は、重複変換および逆重複

変換を行って適切にウインドウ化され、畳み込まれた擬

似時間領域フレームを生成し、次に、この擬似時間領域

フレームが損失なく符号化されることが可能である。ま

た、混合の可逆的符号化は、劣悪な不可逆的圧縮パフォ

ーマンスを示すフレームに関しても適用することができ

る。

【選択図】　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 音 声 符 号 器 に お い て 入 力 音 声 信 号 を 符 号 化 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 入 力 音 声 信 号 の １ つ ま た は 複 数 の 部 分 を 可 逆 的 圧 縮 に 指 定 す る 前 記 音 声 符 号 器 の ユ
ー ザ に よ っ て 入 力 さ れ た 情 報 を 受 け 取 る ス テ ッ プ と 、
　 指 定 さ れ た 前 記 部 分 以 外 の 前 記 入 力 音 声 信 号 の 一 部 分 を 不 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号
化 す る ス テ ッ プ と 、
　 指 定 さ れ た 前 記 部 分 を 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号 化 す る ス テ ッ プ と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 不 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号 化 さ れ た 前 記 部 分 と 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号 化
さ れ た 前 記 部 分 の １ つ と の 間 に お け る 前 記 入 力 音 声 信 号 の 遷 移 部 分 を 該 遷 移 部 分 の 部 分 的
に 矩 形 で 、 部 分 的 に 矩 形 で な い ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号 化 す る ス
テ ッ プ
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 不 可 逆 的 符 号 化 は 、 重 複 変 換 に 基 づ き 、 前 記 遷 移 部 分 を 符 号 化 す る ス テ ッ プ は 、
　 前 記 不 可 逆 的 符 号 化 で 使 用 さ れ る 前 記 重 複 変 換 を 前 記 遷 移 部 分 に 適 用 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 重 複 変 換 の 逆 を 適 用 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 重 複 変 換 と 前 記 逆 重 複 変 換 と の 擬 似 時 間 領 域 結 果 を 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号 化
す る ス テ ッ プ と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 遷 移 部 分 を 符 号 化 す る ス テ ッ プ は 、
　 前 記 不 可 逆 的 符 号 化 で 使 用 さ れ る 重 複 変 換 お よ び 逆 重 複 変 換 と 等 価 の 処 理 を 前 記 遷 移 部
分 に 適 用 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 重 複 変 換 と 前 記 逆 重 複 変 換 の 擬 似 時 間 領 域 結 果 を 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号 化 す
る ス テ ッ プ と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 不 可 逆 的 符 号 化 は 、 重 な り 合 う 矩 形 で な い ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 重 複 変 換 に 基 づ き 、
前 記 可 逆 的 符 号 化 は 、 矩 形 の ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 適 応 フ ィ ル タ を 使 用 す る 線 形 予 測 符 号 化
に 基 づ く
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 音 声 符 号 化 プ ロ グ ラ ム に 対 す る コ ン ピ ュ ー タ 実 行 可 能 命 令 を 有 す る コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取
り 可 能 な 記 録 媒 体 で あ っ て 、 前 記 音 声 符 号 化 プ ロ グ ラ ム は 、 入 力 音 声 信 号 を 符 号 化 す る 方
法 を 行 う よ う に コ ン ピ ュ ー タ 上 で 実 行 可 能 で あ り 、 前 記 方 法 は 、
　 入 力 音 声 信 号 の 部 分 を 可 逆 的 圧 縮 に 指 定 す る 音 声 符 号 器 の ユ ー ザ に よ っ て 入 力 さ れ た 情
報 を 受 け 取 る ス テ ッ プ と 、
　 指 定 さ れ た 前 記 部 分 以 外 の 前 記 入 力 音 声 信 号 の 部 分 を 不 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号 化
す る ス テ ッ プ と 、
　 指 定 さ れ た 前 記 部 分 を 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号 化 す る ス テ ッ プ と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 ７ 】
　 不 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号 化 さ れ た 前 記 部 分 と 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号 化 さ れ
た 前 記 部 分 と の 間 に お け る 前 記 入 力 音 声 信 号 の 遷 移 部 分 を 、 該 遷 移 部 分 の 矩 形 で な い ウ イ
ン ド ウ 化 を 伴 う 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号 化 す る ス テ ッ プ
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 ８ 】
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　 前 記 不 可 逆 的 符 号 化 は 、 重 複 変 換 に 基 づ き 、 前 記 遷 移 部 分 を 符 号 化 す る ス テ ッ プ は 、
　 前 記 不 可 逆 的 符 号 化 で 使 用 さ れ る 前 記 重 複 変 換 を 前 記 遷 移 部 分 に 適 用 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 重 複 変 換 の 逆 を 適 用 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 重 複 変 換 と 逆 重 複 変 換 の 擬 似 時 間 領 域 結 果 を 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号 化 す る ス
テ ッ プ と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 遷 移 部 分 を 符 号 化 す る ス テ ッ プ は 、
　 前 記 不 可 逆 的 符 号 化 で 使 用 さ れ る 重 複 変 換 お よ び 逆 重 複 変 換 と 等 価 の 処 理 を 前 記 遷 移 部
分 に 適 用 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 重 複 変 換 と 前 記 逆 重 複 変 換 の 擬 似 時 間 領 域 結 果 を 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号 化 す
る ス テ ッ プ と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 不 可 逆 的 符 号 化 は 、 重 な り 合 う 矩 形 で な い ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 重 複 変 換 に 基 づ き 、
前 記 可 逆 的 符 号 化 は 、 矩 形 の ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 適 応 フ ィ ル タ を 使 用 す る 線 形 予 測 符 号 化
に 基 づ く
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 不 可 逆 的 圧 縮 モ ー ド ま た は 可 逆 的 圧 縮 モ ー ド の ど ち ら か で 符 号 化 さ れ る べ き 音 声 信 号 の
少 な く と も 一 部 分 の ユ ー ザ 指 定 に 従 っ て 、 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 を 使 用 し て 入 力
音 声 信 号 を 符 号 化 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 入 力 音 声 信 号 の フ レ ー ム に 関 し て 、 該 フ レ ー ム を 前 記 不 可 逆 的 圧 縮 モ ー ド で 符 号 化
す る か 、 ま た は 前 記 可 逆 的 圧 縮 モ ー ド で 符 号 化 す る か を ユ ー ザ 指 定 に 応 答 し て 判 定 す る ス
テ ッ プ と 、
　 前 記 不 可 逆 的 圧 縮 モ ー ド の 場 合 、 矩 形 で な い ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 不 可 逆 的 符 号 化 を 使 用
し て 前 記 フ レ ー ム を 符 号 化 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 可 逆 的 圧 縮 モ ー ド の 場 合 、 矩 形 の ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 前 記
フ レ ー ム を 符 号 化 す る ス テ ッ プ と を 備 え 、
　 例 外 と し て 、 前 記 不 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号 化 さ れ る フ レ ー ム と 前 記 可 逆 的 符 号 化
を 使 用 し て 符 号 化 さ れ る フ レ ー ム と の 間 の フ レ ー ム を 、 遷 移 ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 可 逆 的 符
号 化 を 使 用 し て 符 号 化 す る ス テ ッ プ を 備 え た
　 こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 不 可 逆 的 圧 縮 モ ー ド の 場 合 、 前 記 矩 形 で な い ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 前 記 不 可 逆 的 符 号
化 ま た は 同 一 の ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 混 合 の 可 逆 的 符 号 化 の パ フ ォ ー マ ン ス が よ り 良 好 な 方
を 使 用 し て 前 記 フ レ ー ム を 符 号 化 す る ス テ ッ プ
　 を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 不 可 逆 的 圧 縮 モ ー ド の 場 合 、
　 前 記 フ レ ー ム の 前 記 矩 形 で な い ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 前 記 不 可 逆 的 符 号 化 が 、 圧 縮 パ フ ォ
ー マ ン ス 基 準 を 満 た す か ど う か を 判 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 基 準 を 満 た す 場 合 、 前 記 矩 形 で な い ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 前 記 不 可 逆 的 符 号 化 を 使 用
し て 前 記 フ レ ー ム を 符 号 化 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 基 準 を 満 た さ な い 場 合 、 前 記 矩 形 で な い ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 前 記 不 可 逆 的 符 号 化 、
ま た は 同 一 の ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 混 合 の 可 逆 的 符 号 化 の ど ち ら が 、 前 記 フ レ ー ム に 関 し て
よ り 良 好 な 圧 縮 パ フ ォ ー マ ン ス を 実 現 す る か を 判 定 し 、 前 記 フ レ ー ム に 関 し て よ り 良 好 な
パ フ ォ ー マ ン ス を 示 す 符 号 化 を 使 用 し て 前 記 フ レ ー ム を 符 号 化 す る ス テ ッ プ と
　 を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
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　 前 記 可 逆 的 圧 縮 モ ー ド の 場 合 、
　 前 記 フ レ ー ム が 、 矩 形 の ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 前 記 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号 化 さ れ る
１ 組 の 連 続 す る フ レ ー ム を 開 始 す る か ど う か 、 ま た は 終 了 す る か ど う か を 判 定 す る ス テ ッ
プ と 、
　 開 始 す る 、 ま た は 終 了 す る 場 合 、 前 記 フ レ ー ム を 遷 移 ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 前 記 可 逆 的 符
号 化 を 使 用 し て 符 号 化 す る ス テ ッ プ と 、
　 開 始 も 終 了 も し な い 場 合 、 前 記 フ レ ー ム を 矩 形 の ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 前 記 可 逆 的 符 号 化
を 使 用 し て 符 号 化 す る ス テ ッ プ と
　 を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 不 可 逆 的 圧 縮 モ ー ド ま た は 可 逆 的 圧 縮 モ ー ド の ど ち ら か で 符 号 化 さ れ る べ き 音 声 信 号 の
部 分 の ユ ー ザ 指 定 に 従 っ て 、 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 を 使 用 し て 入 力 音 声 信 号 を 符
号 化 す る た め の 方 法 を 、 コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る た め の プ ロ グ ラ ム を 有 す る コ ン ピ ュ ー
タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 で あ っ て 、 前 記 方 法 は 、
　 前 記 入 力 音 声 信 号 の フ レ ー ム に 関 し て 、 前 記 フ レ ー ム を 不 可 逆 的 圧 縮 モ ー ド で 符 号 化 す
る か 、 ま た は 可 逆 的 圧 縮 モ ー ド で 符 号 化 す る か を ユ ー ザ 指 定 に 応 答 し て 判 定 す る ス テ ッ プ
と 、
　 前 記 不 可 逆 的 圧 縮 モ ー ド の 場 合 、 前 記 フ レ ー ム を 矩 形 で な い ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 不 可 逆
的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号 化 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 可 逆 的 圧 縮 モ ー ド の 場 合 、 前 記 フ レ ー ム を 矩 形 の ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 可 逆 的 符 号 化
を 使 用 し て 符 号 化 す る ス テ ッ プ と を 備 え 、
　 例 外 と し て 、 前 記 不 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号 化 さ れ る フ レ ー ム と 前 記 可 逆 的 符 号 化
を 使 用 し て 符 号 化 さ れ る フ レ ー ム と の 間 の フ レ ー ム を 、 遷 移 ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 混 合 の 可
逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号 化 す る ス テ ッ プ を 備 え た
　 こ と を 特 徴 と す る コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 不 可 逆 的 圧 縮 モ ー ド の 場 合 、 前 記 矩 形 で な い ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 前 記 不 可 逆 的 符 号
化 、 ま た は 同 一 の ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 混 合 の 可 逆 的 符 号 化 の よ り パ フ ォ ー マ ン ス が 良 好 な
方 を 使 用 し て 前 記 フ レ ー ム を 符 号 化 す る ス テ ッ プ
　 を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の こ と を 特 徴 と す る コ ン ピ ュ ー タ 読
み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 不 可 逆 的 圧 縮 モ ー ド の 場 合 、
　 前 記 フ レ ー ム の 前 記 矩 形 で な い ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 前 記 不 可 逆 的 符 号 化 が 、 圧 縮 パ フ ォ
ー マ ン ス 基 準 を 満 た す か ど う か を 判 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 基 準 を 満 た す 場 合 、 前 記 矩 形 で な い ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 前 記 不 可 逆 的 符 号 化 を 使 用
し て 前 記 フ レ ー ム を 符 号 化 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 基 準 を 満 た さ な い 場 合 、 前 記 矩 形 で な い ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 前 記 不 可 逆 的 符 号 化 、
ま た は 同 一 の ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 混 合 の 可 逆 的 符 号 化 の ど ち ら が 、 前 記 フ レ ー ム に 関 し て
よ り 良 好 な 圧 縮 パ フ ォ ー マ ン ス を 実 現 す る か を 判 定 し 、 前 記 フ レ ー ム に 関 し て よ り 良 好 な
パ フ ォ ー マ ン ス を 示 す 符 号 化 を 使 用 し て 前 記 フ レ ー ム を 符 号 化 す る ス テ ッ プ と
　 を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の こ と を 特 徴 と す る コ ン ピ ュ ー タ 読
み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 可 逆 的 圧 縮 モ ー ド の 場 合 、
　 前 記 フ レ ー ム が 、 矩 形 の ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 前 記 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号 化 さ れ る
１ 組 の 連 続 す る フ レ ー ム を 開 始 す る か ど う か 、 ま た は 終 了 す る か ど う か を 判 定 す る ス テ ッ
プ と 、
　 開 始 す る 、 ま た は 終 了 す る 場 合 、 前 記 フ レ ー ム を 遷 移 ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 前 記 混 合 の 可
逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号 化 す る ス テ ッ プ と 、
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　 開 始 も 終 了 も し な い 場 合 、 前 記 フ レ ー ム を 矩 形 の ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 前 記 可 逆 的 符 号 化
を 使 用 し て 符 号 化 す る ス テ ッ プ と
　 を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の こ と を 特 徴 と す る コ ン ピ ュ ー タ 読
み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 音 声 信 号 の 別 々 の 部 分 の 不 可 逆 的 圧 縮 と 可 逆 的 圧 縮 と を 統 合 す る 音 声 信 号 符 号 化 の 方 法
で あ っ て 、
　 前 記 音 声 信 号 の 少 な く と も 指 定 さ れ た 部 分 を 当 該 指 定 さ れ た 部 分 内 の 符 号 化 フ レ ー ム の
矩 形 の 形 状 の ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 可 逆 的 圧 縮 を 使 用 し て 符 号 化 す る ス テ ッ プ と 、
　 指 定 さ れ た 前 記 部 分 の ま わ り の 前 記 音 声 信 号 の 他 の 部 分 を 前 記 部 分 内 の 符 号 化 フ レ ー ム
の 矩 形 で な い 形 状 の ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 不 可 逆 的 圧 縮 を 使 用 し て 符 号 化 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 音 声 信 号 の 指 定 さ れ た 前 記 部 分 と 前 記 他 の 部 分 と の 間 の 遷 移 フ レ ー ム を 符 号 化 す る
ス テ ッ プ で あ っ て 、
　 　 そ れ ぞ れ の 遷 移 フ レ ー ム に 関 し て 符 号 化 フ レ ー ム の 部 分 的 に 矩 形 の 形 状 で 、 部 分 的 に
矩 形 で な い 形 状 の ウ イ ン ド ウ 化 を 行 う ス テ ッ プ と 、
　 　 前 記 そ れ ぞ れ の 遷 移 フ レ ー ム に 関 す る 前 記 ウ イ ン ド ウ 化 さ れ た 符 号 化 フ レ ー ム を 可 逆
的 に 圧 縮 す る ス テ ッ プ と
　 を 含 む ス テ ッ プ と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 矩 形 で な い 形 状 の ウ イ ン ド ウ 化 は 、 サ イ ン （ ｓ ｉ ｎ ｅ ） 形 状 の ウ イ ン ド ウ 化 で あ り
、 前 記 部 分 的 に 矩 形 の 形 状 で 、 部 分 的 に 矩 形 で な い 形 状 の ウ イ ン ド ウ 化 は 、 部 分 的 に サ イ
ン 形 状 で 、 部 分 的 に 矩 形 の ウ イ ン ド ウ 化 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 不 可 逆 的 圧 縮 は 、 変 換 ベ ー ス の 不 可 逆 的 符 号 化 で あ り 、 前 記 遷 移 フ レ ー ム を 前 記 符
号 化 す る ス テ ッ プ は 、 前 記 ウ イ ン ド ウ 化 さ れ た 符 号 化 フ レ ー ム を 処 理 し て 、 前 記 ウ イ ン ド
ウ 化 さ れ た 符 号 化 フ レ ー ム に 対 し て 前 記 変 換 、 お よ び 前 記 変 換 の 逆 を 行 う ス テ ッ プ
　 を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 変 換 は 、 重 複 変 換 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 重 複 変 換 は 、 変 調 離 散 コ サ イ ン 変 換 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 重 複 変 換 ベ ー ス の コ ー デ ッ ク か ら 非 重 複 変 換 ベ ー ス の コ ー デ ッ ク へ の 平 滑 な 符 号 化 遷 移
、 ま た は そ の 逆 の 遷 移 の た め に 擬 似 時 間 領 域 信 号 を 使 用 す る 方 法 で あ っ て 、
　 重 な り 合 う 矩 形 で な い ウ イ ン ド ウ 化 フ ァ ン ク シ ョ ン を 伴 う 前 記 重 複 変 換 ベ ー ス の コ ー デ
ッ ク を 信 号 の 第 １ の 部 分 に 適 用 す る ス テ ッ プ と 、
　 遷 移 ウ イ ン ド ウ 化 フ ァ ン ク シ ョ ン を 前 記 第 １ の 部 分 と 第 ２ の 部 分 と の 間 に お け る 前 記 信
号 の 遷 移 部 分 に 対 し て 適 用 す る ス テ ッ プ と 、
　 重 複 変 換 、 お よ び 前 記 重 複 変 換 の 逆 変 換 を 前 記 信 号 の 前 記 遷 移 部 分 に 適 用 し て 前 記 擬 似
時 間 領 域 信 号 を 生 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 時 間 領 域 コ ー デ ッ ク を 使 用 し て 前 記 擬 似 時 間 領 域 信 号 を 圧 縮 す る ス テ ッ プ と 、
　 重 複 し な い 矩 形 の ウ イ ン ド ウ 化 フ ァ ン ク シ ョ ン を 伴 う 非 重 複 変 換 ベ ー ス の コ ー デ ッ ク を
前 記 信 号 の 前 記 第 ２ の 部 分 に 適 用 す る ス テ ッ プ と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 重 複 変 換 ベ ー ス の コ ー デ ッ ク に 戻 る よ う に 遷 移 す る た め に 、 前 記 重 複 変 換 ベ ー ス の
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コ ー デ ッ ク を 適 用 す る こ と と 、 前 記 非 重 複 変 換 ベ ー ス の コ ー デ ッ ク を 適 用 す る こ と の 順 序
を 逆 に す る ス テ ッ プ
　 を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 時 間 領 域 ベ ー ス の コ ー デ ッ ク は 、 前 記 信 号 を 時 間 領 域 か ら 周 波 数 領 域 に 変 換 す る 変
換 に 基 づ か な い コ ー デ ッ ク で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 非 重 複 変 換 ベ ー ス の コ ー デ ッ ク は 、 前 記 信 号 を 時 間 領 域 か ら 周 波 数 領 域 に 変 換 す る
重 複 し な い 変 換 に 基 づ く
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 非 重 複 変 換 ベ ー ス の コ ー デ ッ ク は 、 時 間 領 域 コ ー デ ッ ク で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 遷 移 ウ イ ン ド ウ 化 フ ァ ン ク シ ョ ン は 、 半 分 が 矩 形 で 、 半 分 が 矩 形 で は な く 、 前 記 矩
形 の 半 分 は 、 前 記 非 重 複 変 換 ベ ー ス の コ ー デ ッ ク に よ っ て 圧 縮 さ れ た 前 記 信 号 の 前 記 第 １
の 部 分 に 結 合 し 、 前 記 矩 形 で な い 半 分 は 、 前 記 重 複 変 換 ベ ー ス の コ ー デ ッ ク に よ っ て 圧 縮
さ れ た 前 記 信 号 の 前 記 第 ２ の 部 分 に 結 合 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 ２ つ の 異 な る 重 複 す る 変 換 ベ ー ス の コ ー デ ッ ク を 単 一 の ビ ッ ト ス ト リ ー ム の 中 で シ ー ム
レ ス に 、 平 滑 に さ ら に 結 合 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の ス テ ッ プ を 介 し て 前 記 符 号 化 を 前 記 第 １ の 重 複 変 換 ベ ー ス の コ ー デ
ッ ク か ら 非 重 複 ベ ー ス の コ ー デ ッ ク に 遷 移 さ せ る ス テ ッ プ と 、
　 非 重 複 変 換 ベ ー ス の コ ー デ ッ ク を 短 い 時 間 に わ た っ て 適 用 す る ス テ ッ プ と 、
　 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の ス テ ッ プ を 介 し て 前 記 符 号 化 を 前 記 非 重 複 変 換 ベ ー ス の コ ー デ ッ ク
か ら 前 記 第 ２ の 重 複 変 換 ベ ー ス の コ ー デ ッ ク に 遷 移 さ せ る ス テ ッ プ と
　 を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 信 号 の 異 な る 部 分 に 複 数 の 異 な る 重 複 変 換 ベ ー ス の コ ー デ ッ ク と 非 重 複 変 換 ベ ー ス
の コ ー デ ッ ク を さ ら に 適 用 し て 、 単 一 の 統 合 さ れ た ビ ッ ト ス ト リ ー ム を シ ー ム レ ス に 、 効
率 的 に 生 成 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の ス テ ッ プ を 介 し て 前 記 重 複 変 換 ベ ー ス の コ ー デ ッ ク か ら 前 記 非 重 複
変 換 ベ ー ス の コ ー デ ッ ク に 遷 移 す る ス テ ッ プ と 、
　 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の ス テ ッ プ を 介 し て 前 記 非 重 複 変 換 ベ ー ス の コ ー デ ッ ク か ら 前 記 重 複
変 換 ベ ー ス の コ ー デ ッ ク に 再 び 遷 移 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 非 重 複 変 換 ベ ー ス の コ ー デ ッ ク か ら 別 の 非 重 複 変 換 ベ ー ス の コ ー デ ッ ク に 直 接 に 遷
移 す る ス テ ッ プ と 、
　 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の ス テ ッ プ を 介 し て 、 前 記 重 複 変 換 ベ ー ス の コ ー デ ッ ク か ら 前 記 非 重
複 変 換 ベ ー ス の コ ー デ ッ ク を 介 し て 別 の 重 複 変 換 ベ ー ス の コ ー デ ッ ク に 遷 移 す る ス テ ッ プ
と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 不 可 逆 的 圧 縮 モ ー ド ま た は 可 逆 的 圧 縮 モ ー ド の ど ち ら か で 符 号 化 さ れ る べ き 音 声 信 号 の
部 分 の ユ ー ザ 指 定 に 従 っ て 、 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 を 使 用 し て 入 力 音 声 信 号 を 符
号 化 す る た め の 音 声 符 号 器 で あ っ て 、
　 前 記 入 力 音 声 信 号 の フ レ ー ム に 関 し て 、 前 記 ユ ー ザ 指 定 に 応 答 し て 前 記 フ レ ー ム を 前 記
不 可 逆 的 圧 縮 モ ー ド で 符 号 化 す る か 、 ま た は 前 記 可 逆 的 圧 縮 モ ー ド で 符 号 化 す る か を 判 定
す る た め の 手 段 と 、
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　 前 記 不 可 逆 的 圧 縮 モ ー ド の 場 合 、 矩 形 で な い ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 不 可 逆 的 符 号 化 を 使 用
し て 前 記 フ レ ー ム を 符 号 化 す る た め の 不 可 逆 的 圧 縮 器 と 、
　 前 記 可 逆 的 圧 縮 モ ー ド の 場 合 、 矩 形 の ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 前 記
フ レ ー ム を 符 号 化 す る た め の 可 逆 的 圧 縮 器 と 、
　 前 記 不 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号 化 さ れ た フ レ ー ム と 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号 化
さ れ た フ レ ー ム と の 間 の フ レ ー ム を 、 遷 移 ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符
号 化 す る た め の 遷 移 フ レ ー ム 符 号 器 と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 音 声 符 号 器 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 不 可 逆 的 圧 縮 モ ー ド の 場 合 、 前 記 不 可 逆 的 圧 縮 器 は 、 前 記 矩 形 で な い ウ イ ン ド ウ 化
を 伴 う 前 記 不 可 逆 的 符 号 化 、 ま た は 同 一 の ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 混 合 の 可 逆 的 符 号 化 の よ り
良 好 な パ フ ォ ー マ ン ス を 示 す 方 を 使 用 し て 、 前 記 フ レ ー ム を 符 号 化 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ２ に 記 載 の 音 声 符 号 器 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 不 可 逆 的 圧 縮 モ ー ド の 場 合 、 前 記 フ レ ー ム の 前 記 矩 形 で な い ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 前
記 不 可 逆 的 符 号 化 が 、 圧 縮 パ フ ォ ー マ ン ス 基 準 を 満 た す か ど う か を 判 定 す る た め の 手 段 と
、
　 前 記 基 準 が 満 た さ れ な い 場 合 、 前 記 矩 形 で な い ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 前 記 不 可 逆 的 符 号 化
、 ま た は 同 一 の ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 混 合 の 可 逆 的 符 号 化 の ど ち ら が 、 前 記 フ レ ー ム に 関 し
て よ り 良 好 な 圧 縮 パ フ ォ ー マ ン ス を 実 現 す る か を 判 定 す る た め の 手 段 と を さ ら に 備 え 、
　 前 記 不 可 逆 的 圧 縮 器 は 、 前 記 基 準 が 満 た さ れ た 場 合 、 ま た は 前 記 不 可 逆 的 符 号 化 が 、 前
記 フ レ ー ム に 関 し て よ り 良 好 な 圧 縮 パ フ ォ ー マ ン ス を 実 現 す る 場 合 、 前 記 矩 形 で な い ウ イ
ン ド ウ 化 を 伴 う 前 記 不 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 前 記 フ レ ー ム を 符 号 化 す る よ う に 動 作 し 、
　 前 記 遷 移 フ レ ー ム 符 号 器 は 、 前 記 基 準 が 満 た さ れ な か っ た 場 合 、 お よ び 前 記 混 合 の 可 逆
的 符 号 化 が 、 前 記 フ レ ー ム に 関 し て よ り 良 好 な 圧 縮 パ フ ォ ー マ ン ス を 実 現 す る 場 合 、 前 記
フ レ ー ム に 関 し て よ り 良 好 な パ フ ォ ー マ ン ス を 示 す 符 号 化 を 使 用 し て 前 記 フ レ ー ム を 符 号
化 す る よ う に 動 作 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ２ に 記 載 の 音 声 符 号 器 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 前 記 可 逆 的 圧 縮 モ ー ド の 場 合 、
　 前 記 フ レ ー ム が 、 矩 形 の ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 前 記 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号 化 さ れ る
べ き １ 組 の 連 続 す る フ レ ー ム を 開 始 す る か 、 ま た は 終 了 す る か ど う か を 判 定 す る た め の 手
段 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 フ レ ー ム が 前 記 １ 組 を 開 始 す る か 、 ま た は 終 了 す る 場 合 、 前 記 遷 移 フ レ ー ム 符 号 器
は 、 遷 移 ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 前 記 混 合 の 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 前 記 フ レ ー ム を 符 号 化 す
る よ う に 動 作 し 、
　 そ れ 以 外 の 場 合 、 前 記 可 逆 的 圧 縮 器 は 、 前 記 フ レ ー ム を 符 号 化 す る よ う に 動 作 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ２ に 記 載 の 音 声 符 号 器 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 前 記 音 声 信 号 の 少 な く と も 指 定 さ れ た 部 分 を 当 該 指 定 さ れ た 部 分 内 の フ レ ー ム を 符 号 化
す る 矩 形 の 形 状 の ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 可 逆 的 圧 縮 を 使 用 し て 符 号 化 す る た め の 可 逆 的 信 号
符 号 器 と 、
　 指 定 さ れ た 前 記 部 分 の ま わ り の 前 記 音 声 信 号 の ２ つ の 他 の 部 分 を 、 前 記 部 分 内 の フ レ ー
ム を 符 号 化 す る 矩 形 で な い 形 状 の ウ イ ン ド ウ 化 を 使 用 し て 不 可 逆 的 圧 縮 を 使 用 し て 符 号 化
す る た め の 不 可 逆 的 信 号 符 号 器 と 、
　 前 記 音 声 信 号 の 指 定 さ れ た 前 記 部 分 と 前 記 ２ つ の 他 の 部 分 と の 間 の 遷 移 フ レ ー ム を 符 号
化 す る た め の 遷 移 符 号 器 で あ っ て 、 前 記 遷 移 フ レ ー ム を 符 号 化 す る こ と は 、 そ れ ぞ れ の 遷
移 フ レ ー ム に 関 し て 符 号 化 フ レ ー ム の 部 分 的 に 矩 形 の 形 状 で 、 部 分 的 に 矩 形 で な い 形 状 の
ウ イ ン ド ウ 化 を 行 い 、 前 記 そ れ ぞ れ 遷 移 フ レ ー ム に 関 し て 前 記 ウ イ ン ド ウ 化 さ れ た 符 号 化
フ レ ー ム を 可 逆 的 に 圧 縮 す る こ と を 含 む 遷 移 符 号 器 と
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　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 器 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 前 記 矩 形 で な い 形 状 の ウ イ ン ド ウ 化 は 、 サ イ ン 形 状 の ウ イ ン ド ウ 化 で あ り 、 前 記 部 分 的
に 矩 形 の 形 状 で 、 部 分 的 に 矩 形 で な い 形 状 の ウ イ ン ド ウ 化 は 、 部 分 的 に サ イ ン 形 状 で 、 部
分 的 に 矩 形 の ウ イ ン ド ウ 化 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 器 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 前 記 不 可 逆 的 圧 縮 は 、 変 換 ベ ー ス の 不 可 逆 的 符 号 化 で あ り 、 前 記 遷 移 符 号 器 に お い て 前
記 遷 移 フ レ ー ム を 符 号 化 す る こ と は 、 前 記 ウ イ ン ド ウ 化 さ れ た 符 号 化 フ レ ー ム を 処 理 し て
、 前 記 ウ イ ン ド ウ 化 さ れ た 符 号 化 フ レ ー ム に 対 し て 前 記 変 換 お よ び 前 記 変 換 の 逆 を 行 う こ
と を さ ら に 含 む
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 器 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 前 記 変 換 は 、 重 複 変 換 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ８ に 記 載 の 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 器 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 前 記 重 複 変 換 は 、 前 記 変 調 離 散 コ サ イ ン 変 換 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ９ に 記 載 の 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 器 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 音 声 信 号 の 別 々 の 部 分 の 不 可 逆 的 圧 縮 と 可 逆 的 圧 縮 を 統 合 す る 音 声 信 号 符 号 化 の 方 法 を
行 う よ う に コ ン ピ ュ ー タ 上 で 実 行 可 能 な プ ロ グ ラ ム を 有 す る コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な
記 録 媒 体 で あ っ て 、 前 記 方 法 は 、
　 前 記 音 声 信 号 の 少 な く と も 指 定 さ れ た 部 分 を 当 該 指 定 さ れ た 部 分 内 の 符 号 化 フ レ ー ム の
矩 形 の 形 状 の ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 可 逆 的 圧 縮 を 使 用 し て 符 号 化 す る ス テ ッ プ と 、
　 指 定 さ れ た 前 記 部 分 の ま わ り の 前 記 音 声 信 号 の ２ つ の 他 の 部 分 を 、 前 記 部 分 内 の 符 号 化
フ レ ー ム の 矩 形 で な い 形 状 の ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 不 可 逆 的 圧 縮 を 使 用 し て 符 号 化 す る ス テ
ッ プ と 、
　 前 記 音 声 信 号 の 指 定 さ れ た 前 記 部 分 と 前 記 ２ つ の 他 の 部 分 と の 間 の 遷 移 フ レ ー ム を 符 号
化 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、
　 　 そ れ ぞ れ の 遷 移 フ レ ー ム に 関 し て 符 号 化 フ レ ー ム の 部 分 的 に 矩 形 の 形 状 で 、 部 分 的 に
矩 形 で な い 形 状 の ウ イ ン ド ウ 化 を 行 う ス テ ッ プ と 、
　 　 前 記 そ れ ぞ れ の 遷 移 フ レ ー ム に 関 し て ウ イ ン ド ウ 化 さ れ た 前 記 符 号 化 フ レ ー ム を 可 逆
的 に 圧 縮 す る ス テ ッ プ と
　 を 含 む 符 号 化 す る ス テ ッ プ と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 前 記 矩 形 で な い 形 状 の ウ イ ン ド ウ 化 は 、 サ イ ン 形 状 の ウ イ ン ド ウ 化 で あ り 、 前 記 部 分 的
に 矩 形 の 形 状 で 、 部 分 的 に 矩 形 で な い 形 状 の ウ イ ン ド ウ 化 は 、 部 分 的 に サ イ ン 形 状 で 、 部
分 的 に 矩 形 の ウ イ ン ド ウ 化 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ １ に 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 前 記 不 可 逆 的 圧 縮 は 、 変 換 ベ ー ス の 不 可 逆 的 符 号 化 で あ り 、 前 記 遷 移 フ レ ー ム を 符 号 化
す る ス テ ッ プ は 、 前 記 ウ イ ン ド ウ 化 さ れ た 符 号 化 フ レ ー ム を 処 理 し て 、 前 記 ウ イ ン ド ウ 化
さ れ た 符 号 化 フ レ ー ム に 対 し て 前 記 変 換 、 お よ び 前 記 変 換 の 逆 を 行 う ス テ ッ プ
　 を さ ら に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ １ に 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録
媒 体
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 前 記 変 換 は 、 重 複 変 換 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ３ に 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体
【 請 求 項 ４ ５ 】

10

20

30

40

50

(8) JP 2004-264812 A 2004.9.24



　 前 記 重 複 変 換 は 、 前 記 変 調 離 散 コ サ イ ン 変 換 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ４ に 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ 読 み 取 り 可 能 な 記 録 媒 体
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 可 逆 的 圧 縮 に 対 す る 前 記 入 力 信 号 の 部 分 の ユ ー ザ 指 定 を 受 け 取 る た め の 入 力 部 と 、
　 指 定 さ れ た 前 記 部 分 以 外 の 前 記 入 力 信 号 の 部 分 を 不 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号 化 す る
た め の 可 逆 的 符 号 器 と 、
　 指 定 さ れ た 前 記 部 分 を 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号 化 す る た め の 可 逆 的 符 号 器 と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る デ ジ タ ル 信 号 プ ロ セ ッ サ 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 不 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号 化 さ れ た 前 記 部 分 と 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号 化 さ れ
た 前 記 部 分 と の 間 に お け る 前 記 入 力 信 号 の 遷 移 部 分 を 、 前 記 遷 移 部 分 の 部 分 的 に 矩 形 で 、
部 分 的 に 矩 形 で な い ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号 化 す る た め の 混 合 の
可 逆 的 符 号 器 を 備 え た
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ６ に 記 載 の デ ジ タ ル 信 号 プ ロ セ ッ サ 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 前 記 可 逆 的 符 号 化 は 、 重 複 変 換 に 基 づ き 、 前 記 混 合 の 可 逆 的 符 号 器 は 、
　 前 記 不 可 逆 的 符 号 化 で 使 用 さ れ る 前 記 重 複 変 換 を 前 記 遷 移 部 分 に 適 用 し 、 前 記 重 複 変 換
の 逆 を 適 用 す る た め の 信 号 変 換 ユ ニ ッ ト と 、
　 前 記 重 複 変 換 と 前 記 逆 重 複 変 換 の 擬 似 時 間 領 域 結 果 を 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号 化 す
る た め の 可 逆 的 符 号 器 ユ ニ ッ ト と を 備 え た
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の デ ジ タ ル 信 号 プ ロ セ ッ サ 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 前 記 混 合 の 可 逆 的 符 号 器 は 、
　 前 記 不 可 逆 的 符 号 化 で 使 用 さ れ る 重 複 変 換 お よ び 逆 重 複 変 換 と 等 価 の 処 理 を 、 前 記 遷 移
部 分 に 適 用 す る た め の 信 号 変 換 ユ ニ ッ ト と 、
　 前 記 重 複 変 換 お よ び 前 記 逆 重 複 変 換 の 擬 似 時 間 領 域 結 果 を 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号
化 す る た め の 可 逆 的 符 号 化 ユ ニ ッ ト と を 備 え た
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の デ ジ タ ル 信 号 プ ロ セ ッ サ 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 前 記 不 可 逆 的 符 号 化 は 、 重 複 す る 矩 形 で な い ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 重 複 変 換 に 基 づ き 、 前
記 可 逆 的 符 号 化 は 、 矩 形 の ウ イ ン ド ウ 化 を 伴 う 適 応 フ ィ ル タ を 使 用 す る 線 形 予 測 符 号 化 に
基 づ く
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ６ に 記 載 の デ ジ タ ル 信 号 プ ロ セ ッ サ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 音 声 信 号 お よ び そ の 他 の 信 号 を デ ジ タ ル 式 に 符 号 化 し 、 処 理 す る た め の 技 術
に 関 す る 。 本 発 明 は 、 よ り 詳 細 に は 、 音 声 信 号 の 不 可 逆 的 符 号 化 と 可 逆 的 符 号 化 を シ ー ム
レ ス に 統 合 す る 圧 縮 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 圧 縮 ス キ ー ム は 、 一 般 に 、 不 可 逆 的 種 類 と 可 逆 的 種 類 の ２ 種 類 で あ る 。 不 可 逆 的 圧 縮 は
、 圧 縮 さ れ た 信 号 に 一 部 の 情 報 が 符 号 化 さ れ る こ と か ら 除 く こ と に よ っ て 元 の 信 号 を 圧 縮
し て 、 復 号 化 し た 際 に 信 号 が 、 も は や 元 の 信 号 と 同 一 で な い よ う に す る 。 例 え ば 、 多 く の
最 新 の 不 可 逆 的 音 声 圧 縮 ス キ ー ム は 、 人 間 聴 覚 モ デ ル を 使 用 し て 、 人 間 の 耳 で 知 覚 上 、 感
知 で き な い 、 ま た は ほ と ん ど 感 知 で き な い 信 号 成 分 を 除 去 す る 。 そ の よ う な 不 可 逆 的 圧 縮
は 、 非 常 に 高 い 圧 縮 比 を 実 現 す る こ と が で き 、 不 可 逆 的 圧 縮 は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 音 楽 ス
ト リ ー ミ ン グ 、 ダ ウ ン ロ ー ド 、 お よ び 可 搬 デ バ イ ス に お け る 音 楽 再 生 な ど の ア プ リ ケ ー シ
ョ ン に よ く 適 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 他 方 、 可 逆 的 圧 縮 は 、 情 報 の 損 失 な し に 信 号 を 圧 縮 す る 。 復 号 化 の 後 、 も た ら さ れ る 信
号 は 、 元 の 信 号 と 同 一 で あ る 。 不 可 逆 的 圧 縮 と 比 べ て 、 可 逆 的 圧 縮 は 、 非 常 に 限 ら れ た 圧
縮 比 を 実 現 す る 。 可 逆 的 音 声 圧 縮 に 関 し て ２ ： １ の 圧 縮 比 は 、 通 常 、 良 好 で あ る と 考 え ら
れ て い る 。 し た が っ て 、 可 逆 的 圧 縮 は 、 音 楽 ア ー カ イ ビ ン グ お よ び Ｄ Ｖ Ｄ （ digital vers
atile disk） オ ー デ ィ オ な ど の 、 完 璧 な 再 現 が 必 要 と さ れ る 、 ま た は サ イ ズ よ り 品 質 が 選
好 さ れ る ア プ リ ケ ー シ ョ ン に よ り 適 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 、 音 声 圧 縮 ス キ ー ム は 、 不 可 逆 的 な も の か 、 ま た は 可 逆 的 な も の で あ る 。 し か し 、
い ず れ の 圧 縮 も 最 適 で な い ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 存 在 す る 。 例 え ば 、 実 質 的 に す べ て の 最 新
の 不 可 逆 的 音 声 圧 縮 ス キ ー ム は 、 雑 音 割 振 り の た め に 周 波 数 領 域 法 お よ び 心 理 音 響 学 モ デ
ル を 使 用 す る 。 心 理 音 響 学 モ デ ル は 、 ほ と ん ど の 信 号 お よ び ほ と ん ど の 人 々 に 関 し て う ま
く 機 能 す る が 、 完 璧 で は な い 。 第 １ に 、 一 部 の ユ ー ザ は 、 不 可 逆 的 圧 縮 に 起 因 す る 劣 化 が
最 も 知 覚 さ れ る 音 声 ト ラ ッ ク の 部 分 の 間 、 よ り 高 い 品 質 レ ベ ル を 選 択 で き る 能 力 を 有 す る
こ と を 望 む 可 能 性 が あ る 。 こ れ は 、 ユ ー ザ の 耳 に 受 け の よ い 可 能 性 が あ る 良 好 な 心 理 音 響
学 モ デ ル が 存 在 し な い 場 合 、 特 に 重 要 で あ る 。 第 ２ に 、 音 声 デ ー タ の い く つ か の 部 分 が 、
い ず れ の 良 好 な 心 理 音 響 学 モ デ ル に も そ ぐ わ ず 、 不 可 逆 的 圧 縮 が 、 所 望 の 品 質 を 実 現 す る
た め に 多 数 の ビ ッ ト を 使 用 し 、 デ ー タ 「 拡 張 」 さ え 使 用 す る 可 能 性 が あ る 。 そ の 場 合 、 可
逆 的 圧 縮 が 、 よ り 効 率 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 い く つ か の 文 献 に 上 述 の よ う な 従 来 の 技 術 に 関 連 し た 技 術 内 容 が 開 示 さ れ て い る （ 例 え
ば 、 非 特 許 文 献 １ ～ ６ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 Seymour Shilen, "The Modulated Lapped Transform, Its Time-Varyin
g Forms, and Its Application to Audio Coding Standards," IEEE Transactions On Sp
eech and Audio Processing, Vol.5, No.4, July 1997, pp. 359-366
【 非 特 許 文 献 ２ 】 John Makhoul, "Linear Prediction: A Tutorial Review," Proceeding
s of the IEEE, Vol.63, No.4, April 1975, pp. 562-580
【 非 特 許 文 献 ３ 】 N.S. Jayant and Peter Noll, "Digital Coding of Waveforms," Prent
ice Hall, 1984
【 非 特 許 文 献 ４ 】 Simon Haykin, "Adaptive Filter Theory," Prentice Hall, 2002
【 非 特 許 文 献 ５ 】 Paolo Prandoni and Martin Vetterli, "An FIR Cascade Structure fo
r Adaptive Linear Prediction," IEEE Transactions On Signal Processing, Vol.46, N
o.9, September 1998, pp.2566-2571
【 非 特 許 文 献 ６ 】 Gerald Schuller, Bin Yu, Dawei Huang, and Bern Edler, "Perceptua
l Audio Coding Using Pre- and Post-Filters and Lossless Compression," IEEE Trans
actions On Speech and Audio Processing掲 載 予 定
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 来 の シ ス テ ム に は 上 述 し た よ う な 種 々 の 問 題 が あ り 、 さ ら な る 改 善 が 望 ま れ て い る 。
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 状 況 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 単 一 の
音 声 信 号 に 対 し て 統 合 さ れ た 仕 方 で 不 可 逆 的 圧 縮 お よ び 可 逆 的 圧 縮 を 使 用 す る こ と が 可 能
に な る 統 合 化 不 可 逆 的 可 逆 的 音 声 圧 縮 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 明 細 書 で 説 明 す る 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 音 声 圧 縮 を 使 用 す る 音 声 処 理 に よ り 、 単
一 の 音 声 信 号 に 対 し て 統 合 さ れ た 仕 方 で 不 可 逆 的 圧 縮 お よ び 可 逆 的 圧 縮 を 使 用 す る こ と が
可 能 に な る 。 こ の 統 合 さ れ た 手 法 を 使 用 し て 、 音 声 符 号 器 は 、 心 理 音 響 学 モ デ ル に よ る 雑
音 割 振 り が 許 容 可 能 で あ る 音 声 信 号 の 部 分 に 対 し て 高 い 圧 縮 比 を 実 現 す る た め に 不 可 逆 的
圧 縮 を 使 用 し て 音 声 信 号 を 符 号 化 す る こ と か ら 、 よ り 高 い 品 質 が 所 望 さ れ 、 か つ ／ ま た は
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不 可 逆 的 圧 縮 が 、 十 分 に 高 い 圧 縮 を 実 現 で き な い 部 分 に 対 し て 可 逆 的 圧 縮 を 使 用 す る こ と
に 切 り 替 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 単 一 の 圧 縮 ス ト リ ー ム の 中 で 不 可 逆 的 圧 縮 と 可 逆 的 圧 縮 を 統 合 す る こ と に 対 す る １ つ の
重 要 な 障 害 は 、 不 可 逆 的 圧 縮 と 可 逆 的 圧 縮 の 間 の 遷 移 に よ り 、 復 号 化 さ れ た 音 声 信 号 に お
い て 聞 き 取 れ る 不 連 続 点 が 導 入 さ れ る 可 能 性 が あ る こ と で あ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 不 可 逆
的 圧 縮 部 分 に お い て あ る 音 声 成 分 が 除 去 さ れ て い る こ と に 起 因 し て 、 不 可 逆 的 圧 縮 部 分 に
関 し て 再 現 さ れ た 音 声 信 号 は 、 隣 接 す る 可 逆 的 圧 縮 部 分 と 、 そ の 部 分 間 の 境 界 に お い て 、
相 当 に 不 連 続 で あ る 可 能 性 が あ り 、 こ れ に よ り 、 不 可 逆 的 圧 縮 と 可 逆 的 圧 縮 の 間 で 切 り 換
わ る 際 に 聞 き 取 れ る 雑 音 （ 「 ポ ッ ピ ン グ 」 ） が 導 入 さ れ る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら な る 障 害 は 、 多 く の 不 可 逆 的 圧 縮 ス キ ー ム が 、 重 な り 合 っ た ウ イ ン ド ウ に 依 拠 し て
元 の 音 声 信 号 サ ン プ ル を 処 理 す る が 、 可 逆 的 圧 縮 の 方 は 、 一 般 に 、 そ う し な い こ と で あ る
。 重 な り 合 っ た 部 分 が 、 不 可 逆 的 圧 縮 か ら 可 逆 的 圧 縮 に 切 り 替 え る 際 に ド ロ ッ プ さ れ た 場
合 、 遷 移 の 不 連 続 性 は 、 悪 化 す る 可 能 性 が あ る 。 他 方 、 不 可 逆 的 圧 縮 と 可 逆 的 圧 縮 の 両 方
で 重 な り 合 っ た 部 分 を 冗 長 に 符 号 化 す る こ と は 、 実 現 さ れ る 圧 縮 比 を 低 く す る 可 能 性 が あ
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 明 細 書 で 説 明 す る 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 の 実 施 形 態 は 、 以 上 の 障 害 に 対 処 す
る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 音 声 信 号 が 、 次 の ３ つ の タ イ プ と し て 符 号 化 さ れ る こ と が 可 能 な
フ レ ー ム に 分 割 さ れ る 。 す な わ ち 、 （ １ ） 不 可 逆 的 圧 縮 を 使 用 し て 符 号 化 さ れ る 不 可 逆 的
フ レ ー ム 、 （ ２ ） 可 逆 的 圧 縮 を 使 用 し て 符 号 化 さ れ る 可 逆 的 フ レ ー ム 、 お よ び （ ３ ） 不 可
逆 的 フ レ ー ム と 可 逆 的 フ レ ー ム の 間 の 遷 移 フ レ ー ム と し て の 役 割 を す る 混 合 の 可 逆 的 フ レ
ー ム で あ る 。 ま た 、 混 合 の 可 逆 的 フ レ ー ム は 、 不 可 逆 的 フ レ ー ム と 可 逆 的 フ レ ー ム の 間 の
遷 移 に 役 立 つ こ と な し に 、 不 可 逆 的 圧 縮 の パ フ ォ ー マ ン ス が 劣 悪 な 不 可 逆 的 フ レ ー ム の な
か の 孤 立 し た フ レ ー ム に 関 し て 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 混 合 の 可 逆 的 フ レ ー ム は 、 不 可 逆 的 圧 縮 の 場 合 と 同 様 に 、 重 な り 合 う ウ イ ン ド ウ に 対 し
て 重 複 変 換 （ ｌ ａ ｐ ｐ ｅ ｄ 　 ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｆ ｏ ｒ ｍ ） を 行 っ た 後 、 そ の 逆 変 換 を 行 っ て 単 一
の 音 声 信 号 フ レ ー ム を 生 成 し 、 次 に 、 こ の フ レ ー ム を 可 逆 的 に 圧 縮 す る こ と に よ っ て 圧 縮
さ れ る 。 重 複 変 換 お よ び 逆 変 換 の 後 に も た ら さ れ る 音 声 信 号 フ レ ー ム を 本 明 細 書 で 、 「 擬
似 時 間 領 域 信 号 」 と 呼 ぶ 。 と い う の は 、 こ の 信 号 は 、 も は や 周 波 数 領 域 内 に な く 、 ま た そ
の 音 声 信 号 の 元 の 時 間 領 域 バ ー ジ ョ ン で も な い か ら で あ る 。 こ の 処 理 は 、 重 複 変 換 の よ う
な 周 波 数 領 域 法 を 使 用 す る 不 可 逆 的 フ レ ー ム か ら 、 線 形 予 測 符 号 化 の よ う な 時 間 領 域 信 号
処 理 法 を 使 用 す る 可 逆 的 フ レ ー ム に 直 接 に 、 ま た そ の 逆 に シ ー ム レ ス に 融 合 す る と い う 特
性 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 特 徴 お よ び 利 点 は 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 行 わ れ る 以 下 の 実 施 形 態 の
詳 細 な 説 明 か ら 明 白 と な る で あ ろ う 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 共 単 一 の 音 声 信 号 に 対 し て 統 合 さ れ た 仕 方 で 不 可
逆 的 圧 縮 お よ び 可 逆 的 圧 縮 を 使 用 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 。 以 下 の 説 明 は 、 統 合 さ れ た
不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 の た め の 音 声 プ ロ セ ッ サ お よ び 音 声 処 理 技 術 を 対 象 と し て い る 。 こ の
音 声 プ ロ セ ッ サ お よ び 音 声 処 理 技 術 は 、 Ｍ ｉ ｃ ｒ ｏ ｓ ｏ ｆ ｔ 　 Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ （ 登 録 商 標
） Ｍ ｅ ｄ ｉ ａ 　 Ａ ｕ ｄ ｉ ｏ （ Ｗ Ｍ Ａ ） フ ァ イ ル 形 式 の 変 種 を 使 用 す る 符 号 器 お よ び 復 号 器
な ど の 音 声 符 号 器 お よ び 音 声 復 号 器 に お い て 、 例 示 的 に 適 用 さ れ る 。 た だ し 、 こ の 音 声 プ
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ロ セ ッ サ お よ び 音 声 処 理 技 術 は 、 こ の 形 式 に 限 定 さ れ ず 、 そ の 他 の 音 声 符 号 化 形 式 に 適 用
す る こ と も 可 能 で あ る 。 し た が っ て 、 こ の 音 声 プ ロ セ ッ サ お よ び 音 声 処 理 技 術 は 、 一 般 化
さ れ た 音 声 符 号 器 お よ び 音 声 復 号 器 の 状 況 で 説 明 し て い る が 、 代 替 と し て 、 様 々 な タ イ プ
の 音 声 符 号 器 お よ び 音 声 復 号 器 に 組 み 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　
　 図 １ は 、 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 音 声 圧 縮 の た め の 音 声 処 理 が 実 施 さ れ る こ と が 可 能
な 一 般 化 さ れ た 音 声 符 号 器 （ １ ０ ０ ） を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 符 号 器 （ １ ０ ０ ） は 、 符
号 化 中 、 マ ル チ チ ャ ネ ル 音 声 デ ー タ を 処 理 す る 。 図 ２ は 、 説 明 す る 実 施 形 態 が 実 施 さ れ る
こ と が 可 能 な 一 般 化 さ れ た 音 声 復 号 器 （ ２ ０ ０ ） を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 復 号 器 （ ２ ０
０ ） は 、 復 号 化 中 、 マ ル チ チ ャ ネ ル 音 声 デ ー タ を 処 理 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 符 号 器 内 部 お よ び 復 号 器 内 部 の モ ジ ュ ー ル 間 に 示 さ れ る 関 係 は 、 符 号 器 お よ び 復 号 器 に
お け る 情 報 の 主 な 流 れ を 示 し 、 そ の 他 の 関 係 は 、 簡 明 に す る た め に 図 示 し て い な い 。 実 施
形 態 、 お よ び 所 望 さ れ る 圧 縮 の タ イ プ に 応 じ て 、 符 号 器 ま た は 復 号 器 の モ ジ ュ ー ル は 、 追
加 す る こ と 、 省 く こ と 、 複 数 の モ ジ ュ ー ル に 分 割 す る こ と 、 そ の 他 の モ ジ ュ ー ル と 組 み 合
わ せ る こ と 、 お よ び ／ ま た は 同 様 の モ ジ ュ ー ル で 置 き 換 え る こ と が 可 能 で あ る 。 代 替 の 実
施 形 態 で は 、 異 な る モ ジ ュ ー ル お よ び ／ ま た は そ の 他 の 構 成 を 有 す る 符 号 器 ま た は 復 号 器
が 、 マ ル チ チ ャ ネ ル 音 声 デ ー タ を 処 理 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 Ａ ． 一 般 化 さ れ た 音 声 符 号 器
　 一 般 化 さ れ た 音 声 符 号 器 （ １ ０ ０ ） は 、 セ レ ク タ （ １ ０ ８ ） 、 マ ル チ チ ャ ネ ル プ リ プ ロ
セ ッ サ （ １ １ ０ ） 、 パ ー テ ィ シ ョ ナ （ ｐ ａ ｒ ｔ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ ｅ ｒ ） ／ タ イ ル 構 成 器 （ ｔ ｉ ｌ
ｅ 　 Ｃ ｏ ｎ ｆ ｉ ｇ ｕ ｒ ｅ ｒ ） （ １ ２ ０ ） 、 周 波 数 変 換 器 （ １ ３ ０ ） 、 知 覚 モ デ ラ （ ｐ ｅ ｒ
ｃ ｅ ｐ ｔ ｉ ｏ ｎ 　 ｍ ｏ ｄ ｅ ｌ ｅ ｒ ） （ １ ４ ０ ） 、 重 み 付 け 器 （ ｗ ｅ ｉ ｇ ｈ ｔ ｅ ｒ ） （ １ ４
２ ） 、 マ ル チ チ ャ ネ ル 変 換 器 （ １ ５ ０ ） 、 量 子 化 器 （ １ ６ ０ ） 、 エ ン ト ロ ピ ー 符 号 器 （ １
７ ０ ） 、 コ ン ト ロ ー ラ （ １ ８ ０ ） 、 混 合 ／ 純 可 逆 的 符 号 器 （ １ ７ ２ ） 、 関 連 す る エ ン ト ロ
ピ ー 符 号 器 （ １ ７ ４ ） 、 お よ び ビ ッ ト ス ト リ ー ム マ ル チ プ レ ク サ ［ 「 Ｍ Ｕ Ｘ 」 ］ （ １ ９ ０
） と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 符 号 器 （ １ ０ ０ ） は 、 パ ル ス 符 号 変 調 ［ 「 Ｐ Ｃ Ｍ 」 ］ 形 式 で 、 何 ら か の サ ン プ リ ン グ 深
度 お よ び サ ン プ リ ン グ レ ー ト で あ る 時 系 列 の 入 力 音 声 サ ン プ ル （ １ ０ ５ ） を 受 け 取 る 。 説
明 す る 実 施 形 態 の ほ と ん ど の 場 合 、 入 力 音 声 サ ン プ ル （ １ ０ ５ ） は 、 マ ル チ チ ャ ネ ル オ ー
デ ィ オ （ 例 え ば 、 ス テ レ オ モ ー ド 、 サ ラ ウ ン ド （ ｓ ｕ ｒ ｒ ｏ ｕ ｎ ｄ ） ） に 関 す る が 、 入 力
音 声 サ ン プ ル （ １ ０ ５ ） は 、 代 わ り に モ ノ ラ ル で あ る こ と も 可 能 で あ る 。 符 号 器 （ １ ０ ０
） は 、 音 声 サ ン プ ル （ １ ０ ５ ） を 圧 縮 し 、 符 号 器 （ １ ０ ０ ） の 様 々 な モ ジ ュ ー ル に よ っ て
生 成 さ れ る 情 報 を 多 重 化 し て 、 Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ （ 登 録 商 標 ） Ｍ ｅ ｄ ｉ ａ 　 Ａ ｕ ｄ ｉ ｏ ［ 「
Ｗ Ｍ Ａ 」 ］ ま た は Ａ ｄ ｖ ａ ｎ ｃ ｅ ｄ 　 Ｓ ｔ ｒ ｅ ａ ｍ ｉ ｎ ｇ 　 Ｆ ｏ ｒ ｍ ａ ｔ ［ 「 Ａ Ｓ Ｆ 」 ］
な ど の 形 式 で ビ ッ ト ス ト リ ー ム （ １ ９ ５ ） を 出 力 す る 。 代 替 と し て 、 符 号 器 （ １ ０ ０ ） は
、 他 の 入 力 形 式 お よ び ／ ま た は 出 力 形 式 で 機 能 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 最 初 、 セ レ ク タ （ １ ０ ８ ） が 、 音 声 サ ン プ ル （ １ ０ ５ ） に 関 す る 多 数 の 符 号 化 モ ー ド か
ら 選 択 を 行 う 。 図 １ で 、 セ レ ク タ （ １ ０ ８ ） は 、 次 の ２ つ の モ ー ド の 間 で 切 替 え を 行 う 。
す な わ ち 、 混 合 ／ 純 可 逆 的 符 号 化 モ ー ド 、 お よ び 不 可 逆 的 符 号 化 モ ー ド で あ る 。 可 逆 的 符
号 化 モ ー ド は 、 混 合 ／ 純 可 逆 的 符 号 器 （ １ ７ ２ ） を 含 み 、 通 常 、 高 品 質 （ お よ び 高 い ビ ッ
ト レ ー ト ） の 圧 縮 の た め に 使 用 さ れ る 。 不 可 逆 的 符 号 化 モ ー ド は 、 重 み 付 け 器 （ １ ４ ２ ）
お よ び 量 子 化 器 （ １ ６ ０ ） な ど の 構 成 要 素 を 含 み 、 通 常 、 調 整 可 能 な 品 質 （ お よ び 規 制 さ
れ た ビ ッ ト レ ー ト ） の 圧 縮 の た め に 使 用 さ れ る 。 セ レ ク タ （ １ ０ ８ ） に お け る 選 択 決 定 は
、 ユ ー ザ 入 力 （ 例 え ば 、 ユ ー ザ が 、 高 品 質 の 音 声 コ ピ ー を 作 成 す る た め に 可 逆 的 符 号 化 を
選 択 す る こ と ） 、 ま た は 他 の 基 準 に 依 存 す る 。 他 の 状 況 （ 例 え ば 、 不 可 逆 的 圧 縮 が 、 十 分
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な パ フ ォ ー マ ン ス を 提 供 で き な い 場 合 ） で は 、 符 号 器 （ １ ０ ０ ） は 、 フ レ ー ム 、 ま た は １
組 の フ レ ー ム に 関 し て 不 可 逆 的 符 号 化 か ら 混 合 ／ 純 可 逆 的 符 号 化 に 切 り 換 わ る こ と が 可 能
で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 マ ル チ チ ャ ネ ル 音 声 デ ー タ の 不 可 逆 的 符 号 化 の 場 合 、 マ ル チ チ ャ ネ ル プ リ プ ロ セ ッ サ （
１ １ ０ ） が 、 オ プ シ ョ ン と し て 、 時 間 領 域 音 声 サ ン プ ル （ １ ０ ５ ） を マ ト リ ク ス 化 し な お
す 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 マ ル チ チ ャ ネ ル プ リ プ ロ セ ッ サ （ １ １ ０ ） は 、 １ つ ま た は
複 数 の 符 号 化 さ れ た チ ャ ネ ル を ド ロ ッ プ す る か 、 ま た は 符 号 器 （ １ ０ ０ ） に お け る チ ャ ネ
ル 間 の 相 関 を 高 め る が 、 そ れ で も 復 号 器 （ ２ ０ ０ ） に お け る （ 何 ら か の 形 態 で の ） 再 構 成
を 可 能 に す る よ う に 音 声 サ ン プ ル （ １ ０ ５ ） を 選 択 的 に マ ト リ ク ス 化 し な お す 。 こ れ に よ
り 、 符 号 器 に 、 チ ャ ネ ル レ ベ ル に お け る 品 質 に 対 す る さ ら な る 制 御 が 与 え ら れ る 。 マ ル チ
チ ャ ネ ル プ リ プ ロ セ ッ サ （ １ １ ０ ） は 、 マ ル チ チ ャ ネ ル ポ ス ト プ ロ セ ッ サ に 対 す る 命 令 な
ど の 副 次 情 報 を Ｍ Ｕ Ｘ （ １ ９ ０ ） に 送 る こ と が で き る 。 い く つ か の 実 施 形 態 に お け る マ ル
チ チ ャ ネ ル プ リ プ ロ セ ッ サ の 動 作 に 関 す る さ ら な る 詳 細 に つ い て は 、 「 音 声 符 号 化 お よ び
音 声 復 号 化 の た め の ア ー キ テ ク チ ャ お よ び 技 術 （ Architecture And Techniques For Audi
o Encoding And Decoding） 」 と い う 名 称 の 関 連 出 願 の 「 マ ル チ チ ャ ネ ル 前 処 理 （ Multi-C
hannel Pre-Processing） 」 と い う 題 名 の セ ク シ ョ ン を 参 照 さ れ た い 。 代 替 と し て 、 符 号
器 （ １ ０ ０ ） は 、 別 の 形 態 の マ ル チ チ ャ ネ ル 前 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 パ ー テ ィ シ ョ ナ ／ タ イ ル 構 成 器 （ １ ２ ０ ） が 、 音 声 入 力 サ ン プ ル （ １ ０ ５ ） の フ レ ー ム
を 時 間 変 動 す る （ ｔ ｉ ｍ ｅ 　 ｖ ａ ｒ ｙ ｉ ｎ ｇ ） サ イ ズ お よ び ウ イ ン ド ウ 成 形 フ ァ ン ク シ ョ
ン （ ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ 　 ｓ ｈ ａ ｐ ｉ ｎ ｇ 　 ｆ ｕ ｎ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ ） を 有 す る サ ブ フ レ ー ム ブ ロ ッ ク
に 区 分 す る 。 サ ブ フ レ ー ム ブ ロ ッ ク の サ イ ズ お よ び ウ イ ン ド ウ は 、 フ レ ー ム 内 の ト ラ ン ジ
ェ ン ト （ ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｉ ｅ ｎ ｔ ） 信 号 の 検 出 、 符 号 化 モ ー ド 、 お よ び そ の 他 の 要 因 に 依 存 す
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 符 号 器 （ １ ０ ０ ） が 不 可 逆 的 符 号 化 か ら 混 合 ／ 純 可 逆 的 符 号 化 に 切 り 換 わ っ た 場 合 、 サ
ブ フ レ ー ム ブ ロ ッ ク は 、 理 論 上 、 重 な り 合 う 必 要 、 ま た は ウ イ ン ド ウ 化 （ ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｉ
ｎ ｇ ） フ ァ ン ク シ ョ ン を 有 す る 必 要 は な い が 、 不 可 逆 的 符 号 化 が 行 わ れ た フ レ ー ム と そ の
他 の フ レ ー ム の 間 の 遷 移 は 、 特 別 の 処 置 を 要 す る 可 能 性 が あ る 。 パ ー テ ィ シ ョ ナ ／ タ イ ル
構 成 器 （ １ ２ ０ ） は 、 区 分 さ れ た デ ー タ の ブ ロ ッ ク を 混 合 ／ 純 可 逆 的 符 号 器 （ １ ７ ２ ） に
出 力 し 、 ブ ロ ッ ク サ イ ズ な ど の 副 次 情 報 を Ｍ Ｕ Ｘ （ １ ９ ０ ） に 出 力 す る 。 混 合 ま た は 純 可
逆 的 符 号 化 が 行 わ れ た フ レ ー ム に 関 す る 区 分 化 お よ び ウ イ ン ド ウ 化 の さ ら な る 詳 細 を 、 説
明 の 以 下 の セ ク シ ョ ン で 提 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 符 号 器 （ １ ０ ０ ） が 不 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 す る 場 合 、 可 能 な サ ブ フ レ ー ム サ イ ズ に は 、
３ ２ サ ン プ ル 、 ６ ４ サ ン プ ル 、 １ ２ ８ サ ン プ ル 、 ２ ５ ６ サ ン プ ル 、 ５ １ ２ サ ン プ ル 、 １ ０
２ ４ サ ン プ ル 、 ２ ０ ４ ８ サ ン プ ル 、 お よ び ４ ０ ９ ６ サ ン プ ル が 含 ま れ る 。 可 変 サ イ ズ に よ
り 、 可 変 の 時 間 分 解 能 （ ｔ ｅ ｍ ｐ ｏ ｒ ａ ｌ 　 ｒ ｅ ｓ ｏ ｌ ｕ ｔ ｉ ｏ ｎ ） が 可 能 に な る 。 小 さ
い ブ ロ ッ ク は 、 入 力 音 声 サ ン プ ル （ １ ０ ５ ） に お け る 短 い が ア ク テ ィ ブ な 遷 移 の セ グ メ ン
ト に お い て 時 間 の 詳 細 を よ り よ く 保 存 す る こ と を 可 能 に す る が 、 い く ら か の 周 波 数 分 解 能
を 犠 牲 に す る 。 反 対 に 、 大 き い ブ ロ ッ ク は 、 よ り 良 好 な 周 波 数 分 解 能 と よ り 劣 っ た 時 間 分
解 能 を 有 し 、 通 常 、 よ り 長 く 、 そ れ ほ ど ア ク テ ィ ブ で な い セ グ メ ン ト に お い て 、 フ レ ー ム
ヘ ッ ダ お よ び 副 次 情 報 が 、 小 さ い ブ ロ ッ ク よ り も 比 例 し て 少 な い こ と を 理 由 の 一 部 と し て
、 よ り 高 い 圧 縮 効 率 を 可 能 に す る 。 ブ ロ ッ ク は 重 な り 合 っ て 、 さ も な け れ ば 後 の 量 子 化 に
よ っ て 導 入 さ れ る 可 能 性 が あ る 、 ブ ロ ッ ク 間 の 知 覚 さ れ る 不 連 続 点 を 減 ら す こ と が で き る
。 パ ー テ ィ シ ョ ナ ／ タ イ ル 構 成 器 （ １ ２ ０ ） は 、 区 分 さ れ た デ ー タ の ブ ロ ッ ク を 周 波 数 変
換 器 （ １ ３ ０ ） に 出 力 し 、 ブ ロ ッ ク サ イ ズ な ど の 副 次 情 報 を Ｍ Ｕ Ｘ （ １ ９ ０ ） に 出 力 す る
。 い く つ か の 実 施 形 態 に お け る ト ラ ン ジ ェ ン ト 検 出 お よ び 区 分 化 の 基 準 に 関 す る さ ら な る
情 報 に つ い て は 、 参 照 に よ り 本 明 細 書 に 組 み 込 ま れ て い る ２ ０ ０ １ 年 １ ２ 月 １ ４ 日 に 出 願
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し た 「 変 換 符 号 化 に お け る 適 応 ウ イ ン ド ウ サ イ ズ 選 択 （ Adaptive Window-Size Selection
 in Transform Coding） 」 と い う 名 称 の 米 国 特 許 出 願 第 １ ０ ／ ０ １ ６ ， ９ １ ８ 号 を 参 照 さ
れ た い 。 代 替 と し て 、 パ ー テ ィ シ ョ ナ ／ タ イ ル 構 成 器 （ １ ２ ０ ） は 、 フ レ ー ム を ウ イ ン ド
ウ に 区 分 す る 際 、 他 の 区 分 化 の 基 準 ま た は 他 の ブ ロ ッ ク サ イ ズ を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 パ ー テ ィ シ ョ ナ ／ タ イ ル 構 成 器 （ １ ２ ０ ） は 、 マ ル チ チ ャ ネ
ル 音 声 の フ レ ー ム を チ ャ ネ ル ご と に 区 分 す る 。 前 述 し た 符 号 器 と は 異 な り 、 パ ー テ ィ シ ョ
ナ ／ タ イ ル 構 成 器 （ １ ２ ０ ） は 、 フ レ ー ム に 関 し て マ ル チ チ ャ ネ ル 音 声 の す べ て の 異 な る
チ ャ ネ ル を 同 じ 仕 方 で 区 分 す る 必 要 は な い 。 む し ろ 、 パ ー テ ィ シ ョ ナ ／ タ イ ル 構 成 器 （ １
２ ０ ） は 、 フ レ ー ム の 中 の 各 チ ャ ネ ル を 独 立 に 区 分 す る 。 こ れ に よ り 、 例 え ば 、 パ ー テ ィ
シ ョ ナ ／ タ イ ル 構 成 器 （ １ ２ ０ ） が 、 よ り 小 さ い ウ イ ン ド ウ を 有 す る マ ル チ チ ャ ネ ル の 特
定 の チ ャ ネ ル に お い て 出 現 す る が 、 フ レ ー ム の 中 の 他 の チ ャ ネ ル に お け る 周 波 数 分 解 能 ま
た は 圧 縮 効 率 の た め に よ り 大 き い ウ イ ン ド ウ を 使 用 す る ト ラ ン ジ ェ ン ト を 分 離 す る こ と が
可 能 に な る 。 マ ル チ チ ャ ネ ル 音 声 の 異 な る チ ャ ネ ル を 独 立 に ウ イ ン ド ウ 化 す る こ と は 、 チ
ャ ネ ル ご と に ト ラ ン ジ ェ ン ト を 分 離 す る こ と に よ っ て 圧 縮 効 率 を 向 上 さ せ る 可 能 性 が あ る
が 、 個 々 の チ ャ ネ ル に お い て 区 分 を 指 定 す る 追 加 の 情 報 が 、 多 く の 場 合 、 必 要 と さ れ る 。
さ ら に 、 同 じ 時 間 に 位 置 す る 同 一 サ イ ズ の ウ イ ン ド ウ が 、 さ ら な る 冗 長 性 の 低 減 の 対 象 と
な る こ と が ふ さ わ し い 可 能 性 が あ る 。 し た が っ て 、 パ ー テ ィ シ ョ ナ ／ タ イ ル 構 成 器 （ １ ２
０ ） は 、 同 じ 時 間 に 位 置 す る 同 一 サ イ ズ の ウ イ ン ド ウ を タ イ ル と し て グ ル ー プ 化 す る 。 い
く つ か の 実 施 形 態 に お け る タ イ ル 化 （ ｔ ｉ ｌ ｉ ｎ ｇ ） に 関 す る さ ら な る 詳 細 に つ い て は 、
「 音 声 符 号 化 お よ び 音 声 復 号 化 の た め の ア ー キ テ ク チ ャ お よ び 技 術 （ Architecture And T
echniques For Audio Encoding And Decoding） 」 と い う 名 称 の 関 連 出 願 の 「 タ イ ル 構 成
（ Tile Configuration） 」 と い う 題 名 の セ ク シ ョ ン を 参 照 さ れ た い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 周 波 数 変 換 器 （ １ ３ ０ ） が 、 音 声 サ ン プ ル （ １ ０ ５ ） を 受 け 取 り 、 周 波 数 領 域 内 の デ ー
タ に 変 換 す る 。 周 波 数 変 換 器 （ １ ３ ０ ） は 、 周 波 数 係 数 デ ー タ の ブ ロ ッ ク を 重 み 付 け 器 （
１ ４ ２ ） に 出 力 し 、 ブ ロ ッ ク サ イ ズ な ど の 副 次 情 報 を Ｍ Ｕ Ｘ （ １ ９ ０ ） に 出 力 す る 。 周 波
数 変 換 器 （ １ ３ ０ ） は 、 周 波 数 係 数 と 副 次 情 報 を と も に 知 覚 モ デ ラ （ １ ４ ０ ） に 出 力 す る
。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 周 波 数 変 換 器 （ １ ３ ０ ） は 、 サ ブ フ レ ー ム ブ ロ ッ ク の ウ イ ン
ド ウ フ ァ ン ク シ ョ ン に よ っ て 変 調 さ れ た Ｄ Ｃ Ｔ （ discrete cosine transform） の よ う に
動 作 す る 時 間 変 動 Ｍ Ｌ Ｔ を サ ブ フ レ ー ム ブ ロ ッ ク に 適 用 す る 。 代 替 の 実 施 形 態 は 、 そ の 他
の 様 々 な Ｍ Ｌ Ｔ 、 ま た は Ｄ Ｃ Ｔ 、 Ｆ Ｆ Ｔ 、 あ る い は そ の 他 の タ イ プ の 変 調 さ れ た 、 ま た は
変 調 さ れ な い 、 重 複 す る 、 ま た は 重 複 し な い 周 波 数 変 換 を 使 用 す る か 、 あ る い は サ ブ バ ン
ド 符 号 化 ま た は ウ ェ ー ブ レ ッ ト 符 号 化 を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 知 覚 モ デ ラ （ １ ４ ０ ） は 、 人 間 聴 覚 シ ス テ ム の 特 性 を モ デ ル 化 し て 、 所 与 の ビ ッ ト レ ー
ト に 関 し て 再 構 成 さ れ る 音 声 信 号 の 知 覚 さ れ る 品 質 を 向 上 さ せ る 。 一 般 に 、 知 覚 モ デ ラ （
１ ４ ０ ） は 、 聴 覚 モ デ ル に 従 っ て 音 声 デ ー タ を 処 理 し た 後 、 音 声 デ ー タ に 対 す る 重 み 付 け
係 数 を 生 成 す る の に 使 用 す る こ と が で き る 重 み 付 け 器 （ １ ４ ２ ） に 情 報 を 提 供 す る 。 知 覚
モ デ ラ （ １ ４ ０ ） は 、 様 々 な 聴 覚 モ デ ル の い ず れ か を 使 用 し 、 励 起 パ タ ー ン 情 報 、 ま た は
そ の 他 の 情 報 を 重 み 付 け 器 （ １ ４ ２ ） に 送 る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 重 み 付 け 器 （ １ ４ ２ ） は 、 知 覚 モ デ ラ （ １ ４ ０ ） か ら 受 け 取 ら れ た 情 報 に 基 づ い て 量 子
化 マ ト リ ク ス の た め の 重 み 付 け 係 数 を 生 成 し 、 そ の 重 み 付 け 係 数 を 周 波 数 変 換 器 （ １ ３ ０
） か ら 受 け 取 ら れ た デ ー タ に 適 用 す る 。 重 み 付 け 係 数 は 、 音 声 デ ー タ に お け る 多 数 の 量 子
化 帯 域 の そ れ ぞ れ に 関 す る 重 み を 含 む 。 量 子 化 帯 域 は 、 符 号 器 （ １ ０ ０ ） の 別 の 場 所 で 使
用 さ れ る ク リ テ ィ カ ル な 帯 域 と 数 ま た は 位 置 が 同 じ で あ る こ と も 、 異 な る こ と も 可 能 で あ
る 。 重 み 付 け 係 数 は 、 雑 音 が 量 子 化 帯 域 に わ た っ て 拡 散 し て い る 割 合 を 示 し 、 そ れ ほ ど 聞
こ え な い 帯 域 内 に よ り 多 く の 雑 音 を 入 れ 、 ま た そ の 逆 を 行 う こ と に よ っ て 雑 音 の 可 聴 性 を
最 低 限 に 抑 え る こ と を 目 標 と し て い る 。 重 み 係 数 は 量 子 化 帯 域 の 幅 や 数 を ブ ロ ッ ク か ら ブ
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ロ ッ ク に 変 え る こ と が で き る 。 重 み 付 け 器 （ １ ４ ０ ） は 、 係 数 デ ー タ の 重 み 付 け さ れ た ブ
ロ ッ ク を マ ル チ チ ャ ネ ル 変 換 器 （ １ ５ ０ ） に 出 力 し 、 重 み 付 け 係 数 の セ ッ ト な ど の 副 次 情
報 を Ｍ Ｕ Ｘ （ １ ９ ０ ） に 出 力 す る 。 ま た 、 重 み 付 け 器 （ １ ４ ０ ） は 、 符 号 器 （ １ ０ ０ ） 内
部 の そ の 他 の モ ジ ュ ー ル に 対 し て 重 み 付 け 係 数 を 出 力 す る こ と も で き る 。 重 み 付 け 係 数 の
セ ッ ト は 、 よ り 効 率 的 な 表 現 の た め に 圧 縮 す る こ と が で き る 。 重 み 付 け 係 数 に 不 可 逆 的 圧
縮 が 行 わ れ た 場 合 、 再 構 成 さ れ た 重 み 付 け 係 数 は 、 通 常 、 係 数 デ ー タ の ブ ロ ッ ク に 重 み 付
け を 行 う の に 使 用 さ れ る 。 い く つ か の 実 施 形 態 に お け る 重 み 付 け 係 数 の 計 算 お よ び 圧 縮 に
関 す る さ ら な る 詳 細 に つ い て は 、 「 音 声 符 号 化 お よ び 音 声 復 号 化 の た め の ア ー キ テ ク チ ャ
お よ び 技 術 （ Architecture And Techniques For Audio Encoding And Decoding） 」 と い
う 名 称 の 関 連 出 願 の 「 逆 量 子 化 お よ び 逆 重 み 付 け （ Inverse Quantization and Inverse W
eighting） 」 と い う 題 名 の セ ク シ ョ ン を 参 照 さ れ た い 。 代 替 と し て 、 符 号 器 （ １ ０ ０ ） は
、 別 の 形 態 の 重 み 付 け を 使 用 す る か 、 ま た は 重 み 付 け を 省 く 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 マ ル チ チ ャ ネ ル 音 声 デ ー タ の 場 合 、 重 み 付 け 器 （ １ ４ ２ ） に よ っ て 生 成 さ れ る 雑 音 形 状
の 周 波 数 係 数 デ ー タ の 多 数 の チ ャ ネ ル は 、 し ば し ば 、 相 関 す る 。 こ の 相 関 を 活 用 す る た め
、 マ ル チ チ ャ ネ ル 変 換 器 （ １ ５ ０ ） は 、 タ イ ル の 音 声 デ ー タ に マ ル チ チ ャ ネ ル 変 換 を 適 用
す る こ と が で き る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 マ ル チ チ ャ ネ ル 変 換 器 （ １ ５ ０ ） は 、 チ ャ
ネ ル の す べ て で は な く い く つ か に 、 か つ ／ ま た は タ イ ル の 中 の ク リ テ ィ カ ル な 帯 域 に マ ル
チ チ ャ ネ ル 変 換 を 選 択 的 に 、 柔 軟 に 適 用 す る 。 こ れ に よ り 、 タ イ ル の 比 較 的 相 関 す る 部 分
に 対 す る 変 換 の 適 用 に 対 し て 、 よ り 正 確 な 制 御 が マ ル チ チ ャ ネ ル 変 換 器 （ １ ５ ０ ） に 与 え
ら れ る 。 計 算 上 の 複 雑 さ を 小 さ く す る た め 、 マ ル チ チ ャ ネ ル 変 換 器 （ １ ５ ０ ） は 、 １ レ ベ
ル 変 換 で は な く 、 階 層 式 変 換 を 使 用 す る 。 変 換 マ ト リ ク ス に 関 連 す る ビ ッ ト レ ー ト を 低 減
す る た め 、 マ ル チ チ ャ ネ ル 変 換 器 （ １ ５ ０ ） は 、 事 前 定 義 さ れ た （ 例 え ば 、 恒 等 ／ 無 変 換
、 ア ダ マ ー ル 、 Ｄ Ｃ Ｔ タ イ プ Ｉ Ｉ ） マ ト リ ク ス 、 つ ま り カ ス タ ム マ ト リ ク ス を 選 択 的 に 使
用 し 、 効 率 的 な 圧 縮 を そ の カ ス タ ム マ ト リ ク ス に 適 用 す る 。 最 後 に 、 マ ル チ チ ャ ネ ル 変 換
は 、 重 み 付 け 器 （ １ ４ ２ ） か ら 下 流 に あ る の で 、 復 号 器 （ ２ ０ ０ ） に お け る 逆 マ ル チ チ ャ
ネ ル 変 換 後 に チ ャ ネ ル 間 で 漏 れ る 雑 音 、 例 え ば 知 覚 さ れ る こ と は 、 逆 重 み 付 け に よ っ て 抑
制 さ れ る 。 い く つ か の 実 施 形 態 に お け る マ ル チ チ ャ ネ ル 変 換 に 関 す る さ ら な る 詳 細 に つ い
て は 、 「 音 声 符 号 化 お よ び 音 声 復 号 化 の た め の ア ー キ テ ク チ ャ お よ び 技 術 （ Architecture
 And Techniques For Audio Encoding And Decoding） 」 と い う 名 称 の 関 連 出 願 の 「 柔 軟
な マ ル チ チ ャ ネ ル 変 換 （ Flexible Multi-Channel Transform） 」 と い う 題 名 の セ ク シ ョ ン
を 参 照 さ れ た い 。 代 替 と し て 、 符 号 器 （ １ ０ ０ ） は 、 他 の 形 態 の マ ル チ チ ャ ネ ル 変 換 を 使
用 す る か 、 ま た は 全 く 変 換 を 使 用 し な い 。 マ ル チ チ ャ ネ ル 変 換 器 （ １ ５ ０ ） は 、 例 え ば 、
使 用 さ れ る マ ル チ チ ャ ネ ル 変 換 、 お よ び タ イ ル の マ ル チ チ ャ ネ ル 変 換 さ れ た 部 分 を 示 す 副
次 情 報 を Ｍ Ｕ Ｘ （ １ ９ ０ ） に 対 し て 生 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 量 子 化 器 （ １ ６ ０ ） が 、 マ ル チ チ ャ ネ ル 変 換 器 （ １ ５ ０ ） の 出 力 を 量 子 化 し 、 量 子 化 さ
れ た 係 数 デ ー タ を エ ン ト ロ ピ ー 符 号 器 （ １ ７ ０ ） に 対 し て 生 成 し 、 量 子 化 ス テ ッ プ サ イ ズ
を 含 む 副 次 情 報 を Ｍ Ｕ Ｘ （ １ ９ ０ ） に 対 し て 生 成 す る 。 量 子 化 に よ り 、 情 報 の 不 可 逆 な 損
失 が 導 入 さ れ る が 、 符 号 器 （ １ ０ ０ ） が 、 コ ン ト ロ ー ラ （ １ ８ ０ ） と 連 携 し て 出 力 ビ ッ ト
ス ト リ ー ム （ １ ９ ５ ） の 品 質 お よ び ビ ッ ト レ ー ト を 調 整 す る こ と も 可 能 に な る 。 量 子 化 器
は 、 タ イ ル ご と に 量 子 化 係 数 を 計 算 し 、 ま た 所 与 の タ イ ル の 中 の チ ャ ネ ル ご と に 、 チ ャ ネ
ル ご と の 量 子 化 ス テ ッ プ 変 更 子 （ ｍ ｏ ｄ ｉ ｆ ｉ ｅ ｒ ） を 計 算 す る こ と も で き る 適 応 型 の 一
様 な ス カ ラ ー 量 子 化 器 で あ る こ と が 可 能 で あ る 。 タ イ ル 量 子 化 係 数 は 、 量 子 化 ル ー プ の 各
回 の 反 復 ご と に 変 化 し て 、 エ ン ト ロ ピ ー 符 号 器 （ １ ７ ０ ） 出 力 の ビ ッ ト レ ー ト に 影 響 を 与
え る こ と が 可 能 で あ り 、 ま た チ ャ ネ ル ご と の 量 子 化 ス テ ッ プ 変 更 子 を 使 用 し て 、 チ ャ ネ ル
間 の 再 構 成 品 質 の バ ラ ン ス を と る こ と が で き る 。 代 替 の 実 施 形 態 で は 、 量 子 化 器 は 、 一 様
で な い 量 子 化 器 、 ベ ク ト ル 量 子 化 器 、 お よ び ／ ま た は 非 適 応 型 量 子 化 器 で あ る か 、 あ る い
は 異 な る 形 態 の 適 応 型 の 一 様 な ス カ ラ ー 量 子 化 を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 エ ン ト ロ ピ ー 符 号 器 （ １ ７ ０ ） が 、 量 子 化 器 （ １ ６ ０ ） か ら 受 け 取 ら れ た 量 子 化 さ れ た
係 数 デ ー タ を 可 逆 的 に 圧 縮 す る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 エ ン ト ロ ピ ー 符 号 器 （ １ ７ ０
） は 、 「 レ ベ ル モ ー ド と ラ ン レ ン グ ス ／ レ ベ ル モ ー ド 間 で 符 号 化 を 適 応 さ せ る こ と に よ る
エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化 （ Entropy Coding by Adapting Coding Between Level and Run Leng
th/Level Modes） 」 と い う 名 称 の 関 連 出 願 に 記 載 さ れ る 適 応 型 エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化 を 使 用
す る 。 代 替 と し て 、 エ ン ト ロ ピ ー 符 号 器 （ １ ７ ０ ） は 、 何 ら か の 他 の 形 態 ま た は 組 合 せ の
マ ル チ レ ベ ル ラ ン レ ン グ ス 符 号 化 、 可 変 － 可 変 レ ン グ ス 符 号 化 、 ラ ン レ ン グ ス 符 号 化 、 ハ
フ マ ン 符 号 化 、 辞 書 符 号 化 、 算 術 符 号 化 、 Ｌ Ｚ 符 号 化 、 ま た は 何 ら か の 他 の エ ン ト ロ ピ ー
符 号 化 技 術 を 使 用 す る 。 エ ン ト ロ ピ ー 符 号 器 （ １ ７ ０ ） は 、 音 声 情 報 を 符 号 化 す る の に 費
や さ れ た ビ ッ ト の 数 を 計 算 し 、 こ の 情 報 を 速 度 ／ 品 質 コ ン ト ロ ー ラ （ １ ８ ０ ） に 渡 す こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 コ ン ト ロ ー ラ （ １ ８ ０ ） は 、 量 子 化 器 （ １ ６ ０ ） と 協 働 し て 、 符 号 器 （ １ ０ ０ ） の 出 力
の ビ ッ ト レ ー ト お よ び ／ ま た は 品 質 を 調 整 す る 。 コ ン ト ロ ー ラ （ １ ８ ０ ） は 符 号 器 （ １ ０
０ ） の 他 の モ ジ ュ ー ル か ら 情 報 を 受 け 取 り 、 受 け 取 っ た 情 報 を 処 理 し て 、 現 在 の 状 況 に 与
え ら れ た 所 望 の 量 子 化 係 数 を 決 定 す る 。 コ ン ト ロ ー ラ （ １ ８ ０ ） は 、 品 質 制 約 お よ び ／ ま
た は ビ ッ ト レ ー ト 制 約 を 満 た す こ と を 目 標 と し て 、 量 子 化 係 数 を 量 子 化 器 （ １ ６ ０ ） に 対
し て 出 力 す る 。 コ ン ト ロ ー ラ （ １ ８ ０ ） は 、 逆 量 子 化 器 、 逆 重 み 付 け 器 、 逆 マ ル チ チ ャ ネ
ル 変 換 器 を 含 む こ と が 可 能 で あ り 、 場 合 に よ り 、 音 声 デ ー タ を 再 構 成 す る 、 ま た は ブ ロ ッ
ク に 関 す る 情 報 を 計 算 す る そ の 他 の モ ジ ュ ー ル も 含 む こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 混 合 の 純 可 逆 的 符 号 器 （ １ ７ ２ ） お よ び 関 連 す る 符 号 器 （ １ ７ ４ ） が 、 混 合 ／ 純 可 逆 的
符 号 化 モ ー ド に 関 し て 音 声 デ ー タ を 圧 縮 す る 。 符 号 器 （ １ ０ ０ ） は 、 シ ー ケ ン ス 全 体 に 対
し て 混 合 ／ 純 可 逆 的 符 号 化 モ ー ド を 使 用 す る か 、 あ る い は フ レ ー ム ご と に 、 ま た は 他 の 基
準 で 符 号 化 モ ー ド 間 の 切 替 え を 行 う 。 一 般 的 に 可 逆 的 符 号 化 モ ー ド は 不 可 逆 的 符 号 化 モ ー
ド よ り も 、 高 い 品 質 、 高 い ビ ッ ト レ ー ト 出 力 を も た ら す 。 代 替 と し て 、 符 号 器 （ １ ０ ０ ）
は 、 混 合 ま た は 純 可 逆 的 符 号 化 の た め の 他 の 技 術 を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 Ｍ Ｕ Ｘ （ １ ９ ０ ） が 、 音 声 符 号 器 （ １ ０ ０ ） の そ の 他 の モ ジ ュ ー ル か ら 受 け 取 ら れ た 副
次 情 報 を 、 エ ン ト ロ ピ ー 符 号 器 （ １ ７ ０ ） か ら 受 け 取 ら れ た エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化 さ れ た デ
ー タ と と も に 多 重 化 す る 。 Ｍ Ｕ Ｘ （ １ ９ ０ ） は 、 Ｗ Ｍ Ａ 形 式 、 ま た は 音 声 復 号 器 が 認 識 す
る 別 の 形 式 で 情 報 を 出 力 す る 。 Ｍ Ｕ Ｘ （ １ ９ ０ ） は 、 符 号 器 （ １ ０ ０ ） に よ っ て 出 力 さ れ
る ビ ッ ト ス ト リ ー ム （ １ ９ ５ ） を 記 憶 す る 仮 想 バ ッ フ ァ を 含 む 。 仮 想 バ ッ フ ァ は 、 音 声 の
複 雑 さ の 変 化 に 起 因 す る ビ ッ ト レ ー ト の 短 期 間 の 変 動 を 平 滑 化 す る た め 、 所 定 の 時 間 の 音
声 情 報 （ 例 え ば 、 ス ト リ ー ム の 音 声 に 関 し て ５ 秒 間 ） を 記 憶 す る 。 そ の 後 、 仮 想 バ ッ フ ァ
は 、 比 較 的 一 定 の ビ ッ ト レ ー ト で デ ー タ を 出 力 す る 。 バ ッ フ ァ の 現 在 の 充 満 度 、 バ ッ フ ァ
の 充 満 度 の 変 化 の 速 度 、 お よ び バ ッ フ ァ の そ の 他 の 特 性 が 、 コ ン ト ロ ー ラ （ １ ８ ０ ） に よ
っ て 使 用 さ れ て 、 品 質 お よ び ／ ま た は ビ ッ ト レ ー ト が 調 整 さ れ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 Ｂ ． 一 般 化 さ れ た 音 声 復 号 器
　 図 ２ を 参 照 す る と 、 一 般 化 さ れ た 音 声 符 号 器 （ ２ ０ ０ ） は 、 ビ ッ ト ス ト リ ー ム デ マ ル チ
プ レ ク サ ［ 「 Ｄ Ｅ Ｍ Ｕ Ｘ 」 ］ （ ２ １ ０ ） と 、 １ つ ま た は 複 数 の エ ン ト ロ ピ ー 復 号 器 （ ２ ２
０ ） と 、 混 合 ／ 純 可 逆 的 復 号 器 （ ２ ２ ２ ） と 、 タ イ ル 構 成 復 号 器 （ ２ ３ ０ ） と 、 逆 マ ル チ
チ ャ ネ ル 変 換 器 （ ２ ４ ０ ） と 、 逆 量 子 化 器 ／ 重 み 付 け 器 （ ２ ５ ０ ） と 、 逆 周 波 数 変 換 器 （
２ ６ ０ ） と 、 オ ー バ ー ラ ッ パ ー （ ｏ ｖ ｅ ｒ ｌ ａ ｐ ｐ ｅ ｒ ） ／ 加 算 器 （ ２ ７ ０ ） と 、 マ ル チ
チ ャ ネ ル ポ ス ト プ ロ セ ッ サ （ ２ ８ ０ ） と を 含 む 。 復 号 器 （ ２ ０ ０ ） は 、 符 号 器 （ １ ０ ０ ）
よ り も い く ぶ ん 単 純 で あ る 。 と い う の は 、 復 号 器 （ ２ ０ ０ ） は 、 速 度 ／ 品 質 制 御 の た め の
モ ジ ュ ー ル 、 ま た は 知 覚 モ デ ル 化 の た め の モ ジ ュ ー ル を 含 ま な い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 復 号 器 （ ２ ０ ０ ） は 、 Ｗ Ｍ Ａ 形 式 ま た は 別 の 形 式 で 圧 縮 さ れ た 音 声 情 報 の ビ ッ ト ス ト リ
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ー ム （ ２ ０ ５ ） を 受 け 取 る 。 ビ ッ ト ス ト リ ー ム （ ２ ０ ５ ） は 、 エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化 さ れ た
デ ー タ 、 お よ び 復 号 器 （ ２ ０ ０ ） が 音 声 サ ン プ ル （ ２ ９ ５ ） を 再 構 成 す る 元 に す る 副 次 情
報 を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 Ｄ Ｍ Ｕ Ｘ （ ２ １ ０ ） は 、 ビ ッ ト ス ト リ ー ム （ ２ ０ ５ ） の 中 の 情 報 を 構 文 解 析 し て 、 情 報
を 復 号 器 （ ２ ０ ０ ） の モ ジ ュ ー ル に 送 る 。 Ｄ Ｅ Ｍ Ｕ Ｘ （ ２ １ ０ ） は 、 音 声 の 複 雑 さ の 変 動
、 ネ ッ ト ワ ー ク ジ ッ タ 、 お よ び ／ ま た は そ の 他 の 要 因 に 起 因 す る ビ ッ ト レ ー ト の 短 期 間 の
変 動 を 補 償 す る １ つ ま た は 複 数 の バ ッ フ ァ を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １ つ ま た は 複 数 の エ ン ト ロ ピ ー 復 号 器 （ ２ ２ ０ ） が 、 Ｄ Ｅ Ｍ Ｕ Ｘ （ ２ １ ０ ） か ら 受 け 取
ら れ た エ ン ト ロ ピ ー 符 号 を 損 失 な し に 伸 張 す る 。 エ ン ト ロ ピ ー 復 号 器 （ ２ ２ ０ ） は 、 通 常
、 符 号 器 （ １ ０ ０ ） で 使 用 さ れ る エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化 技 術 の 逆 を 適 用 す る 。 簡 明 に す る た
め 、 図 ２ に １ つ の エ ン ト ロ ピ ー 復 号 器 モ ジ ュ ー ル を 示 し て い る が 、 不 可 逆 的 符 号 化 モ ー ド
用 お よ び 可 逆 的 符 号 化 モ ー ド 用 と し て 、 あ る い は モ ー ド 内 に お い て さ え 、 異 な る エ ン ト ロ
ピ ー 復 号 器 を 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 ま た 、 簡 明 に す る た め 、 図 ２ は 、 モ ー ド 選 択 ロ
ジ ッ ク を 示 し て い な い 。 不 可 逆 的 符 号 化 モ ー ド で 圧 縮 さ れ た デ ー タ を 復 号 化 す る 際 、 エ ン
ト ロ ピ ー 復 号 器 （ ２ ２ ０ ） は 、 量 子 化 さ れ た 周 波 数 係 数 デ ー タ を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 混 合 ／ 純 可 逆 的 復 号 器 （ ２ ２ ２ ） お よ び 関 連 す る エ ン ト ロ ピ ー 復 号 器 （ ２ ２ ０ ） は 、 混
合 ／ 純 可 逆 的 符 号 化 モ ー ド に 関 し て 可 逆 的 に 符 号 化 さ れ た 音 声 デ ー タ を 伸 張 す る 。 復 号 器
（ ２ ０ ０ ） は 、 シ ー ケ ン ス 全 体 に 関 し て 特 定 の 復 号 化 モ ー ド を 使 用 す る か 、 あ る い は フ レ
ー ム ご と に 、 ま た は 他 の 基 準 で 復 号 化 モ ー ド を 切 り 替 え る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 タ イ ル 構 成 復 号 器 （ ２ ３ ０ ） が 、 フ レ ー ム に 関 す る タ イ ル の パ タ ー ン を 示 す 情 報 を Ｄ Ｅ
Ｍ Ｕ Ｘ （ ２ １ ０ ） か ら 受 け 取 る 。 タ イ ル パ タ ー ン 情 報 は 、 エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化 さ れ て い る
こ と 、 ま た は 別 の 仕 方 で パ ラ メ ー タ 設 定 さ れ て い る こ と が 可 能 で あ る 。 次 に 、 タ イ ル 構 成
復 号 器 （ ２ ３ ０ ） は 、 タ イ ル パ タ ー ン 情 報 を 復 号 器 （ ２ ０ ０ ） の 様 々 な 他 の 構 成 要 素 に 送
る 。 い く つ か の 実 施 形 態 に お け る タ イ ル 構 成 復 号 化 に 関 す る さ ら な る 詳 細 に つ い て は 、 「
音 声 符 号 化 お よ び 音 声 復 号 化 の た め の ア ー キ テ ク チ ャ お よ び 技 術 （ Architecture And Tec
hniques For Audio Encoding And Decoding） 」 と い う 名 称 の 関 連 出 願 の 「 タ イ ル 構 成 （ T
ile Configuration） 」 と い う 題 名 の セ ク シ ョ ン を 参 照 さ れ た い 。 代 替 と し て 、 復 号 器 （
２ ０ ０ ） は 、 他 の 技 術 を 使 用 し て フ レ ー ム の 中 の ウ イ ン ド ウ パ タ ー ン を パ ラ メ ー タ 設 定 す
る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 逆 マ ル チ チ ャ ネ ル 変 換 器 （ ２ ４ ０ ） が 、 エ ン ト ロ ピ ー 復 号 器 （ ２ ２ ０ ） か ら の エ ン ト ロ
ピ ー 復 号 化 済 み の 量 子 化 さ れ た 周 波 数 係 数 デ ー タ 、 な ら び に タ イ ル 構 成 復 号 器 （ ２ ３ ０ ）
か ら の タ イ ル パ タ ー ン 情 報 、 お よ び 、 例 え ば 、 使 用 さ れ た マ ル チ チ ャ ネ ル 変 換 お よ び タ イ
ル の 変 換 さ れ た 部 分 を 示 す Ｄ Ｅ Ｍ Ｕ Ｘ （ ２ １ ０ ） か ら の 副 次 情 報 を 受 け 取 る 。 こ の 情 報 を
使 用 し て 、 逆 マ ル チ チ ャ ネ ル 変 換 器 （ ２ ４ ０ ） は 、 必 要 に 応 じ て 変 換 マ ト リ ク ス を 伸 張 し
、 １ つ ま た は 複 数 の 逆 マ ル チ チ ャ ネ ル 変 換 を タ イ ル の 音 声 デ ー タ に 選 択 的 に 、 柔 軟 に 適 用
す る 。 逆 量 子 化 器 ／ 逆 重 み 付 け 器 （ ２ ５ ０ ） に 対 す る 逆 マ ル チ チ ャ ネ ル 変 換 器 （ ２ ４ ０ ）
の 配 置 は 、 符 号 器 （ １ ０ ０ ） に お け る マ ル チ チ ャ ネ ル 変 換 さ れ た デ ー タ の 量 子 化 に 起 因 し
て チ ャ ネ ル 間 で 漏 れ る 可 能 性 が あ る 量 子 化 雑 音 を 成 形 す る の に 役 立 つ 。 い く つ か の 実 施 形
態 に お け る 逆 マ ル チ チ ャ ネ ル 変 換 に 関 す る さ ら な る 詳 細 に つ い て は 、 「 音 声 符 号 化 お よ び
音 声 復 号 化 の た め の ア ー キ テ ク チ ャ お よ び 技 術 （ Architecture And Techniques For Audi
o Encoding And Decoding） 」 と い う 名 称 の 関 連 出 願 の 「 柔 軟 な マ ル チ チ ャ ネ ル 変 換 （ Fle
xible Multi-Channel Transform） 」 と い う 題 名 の セ ク シ ョ ン を 参 照 さ れ た い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 逆 量 子 化 器 ／ 逆 重 み 付 け 器 （ ２ ５ ０ ） が 、 Ｄ Ｅ Ｍ Ｕ Ｘ （ ２ １ ０ ） か ら タ イ ル 量 子 化 係 数
お よ び チ ャ ネ ル 量 子 化 係 数 を 受 け 取 り 、 ま た 逆 マ ル チ チ ャ ネ ル 変 換 器 （ ２ ４ ０ ） か ら 量 子
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化 さ れ た 周 波 数 係 数 デ ー タ を 受 け 取 る 。 逆 量 子 化 器 ／ 逆 重 み 付 け 器 （ ２ ５ ０ ） は 、 必 要 に
応 じ て 受 け 取 ら れ た 量 子 化 係 数 ／ マ ト リ ク ス 情 報 を 伸 張 し た 後 、 逆 量 子 化 お よ び 逆 重 み 付
け を 行 う 。 い く つ か の 実 施 形 態 に お け る 逆 量 子 化 お よ び 逆 重 み 付 け に 関 す る さ ら な る 詳 細
に つ い て は 、 「 音 声 符 号 化 お よ び 音 声 復 号 化 の た め の ア ー キ テ ク チ ャ お よ び 技 術 （ Archit
ecture And Techniques For Audio Encoding And Decoding） 」 と い う 名 称 の 関 連 出 願 の
「 逆 量 子 化 お よ び 逆 重 み 付 け （ Inverse Quantization and Iverse Weighting） 」 と い う
題 名 の セ ク シ ョ ン を 参 照 さ れ た い 。 代 替 の 実 施 形 態 で は 、 逆 量 子 化 器 は 、 符 号 器 に お い て
使 用 さ れ た 何 ら か の 他 の 量 子 化 技 術 の 逆 を 適 用 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 逆 周 波 数 変 換 器 （ ２ ６ ０ ） が 、 逆 量 子 化 器 ／ 逆 重 み 付 け 器 （ ２ ５ ０ ） に よ っ て 出 力 さ れ
た 周 波 数 係 数 デ ー タ 、 な ら び に Ｄ Ｅ Ｍ Ｕ Ｘ （ ２ １ ０ ） か ら の 副 次 情 報 、 お よ び タ イ ル 構 成
復 号 器 （ ２ ３ ０ ） か ら の タ イ ル パ タ ー ン 情 報 を 受 け 取 る 。 逆 周 波 数 変 換 器 （ ２ ６ ０ ） は 、
符 号 器 で 使 用 さ れ た 周 波 数 変 換 の 逆 を 適 用 し 、 ブ ロ ッ ク を オ ー バ ー ラ ッ パ ー ／ 加 算 器 （ ２
７ ０ ） に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 オ ー バ ー ラ ッ パ ー ／ 加 算 器 （ ２ ７ ０ ） は 、 全 体 と し て 、 符 号 器 （ １ ０ ０ ） に お け る パ ー
テ ィ シ ョ ナ ／ タ イ ル 構 成 器 （ １ ２ ０ ） に 対 応 す る 。 タ イ ル 構 成 復 号 器 （ ２ ３ ０ ） か ら タ イ
ル パ タ ー ン 情 報 を 受 け 取 る こ と に 加 え て 、 オ ー バ ー ラ ッ パ ー ／ 加 算 器 （ ２ ７ ０ ） は 、 逆 周
波 数 変 換 器 （ ２ ６ ０ ） お よ び ／ ま た は 混 合 ／ 純 可 逆 的 復 号 器 （ ２ ２ ２ ） か ら 復 号 化 さ れ た
情 報 を 受 け 取 る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 逆 周 波 数 変 換 器 （ ２ ６ ０ ） か ら 受 け 取 ら れ る
情 報 、 お よ び 混 合 ／ 純 可 逆 的 復 号 器 （ ２ ２ ２ ） か ら の 一 部 の 情 報 は 、 擬 似 時 間 領 域 情 報 で
あ る 、 す な わ ち 、 一 般 に 、 時 間 に よ っ て 編 成 さ れ て い る が 、 ウ イ ン ド ウ 化 さ れ 、 重 な り 合
う ブ ロ ッ ク か ら 導 出 さ れ て い る 。 混 合 ／ 純 可 逆 的 復 号 器 （ ２ ２ ２ ） か ら 受 け 取 ら れ る 他 の
情 報 （ 例 え ば 、 純 可 逆 的 符 号 化 で 符 号 化 さ れ た 情 報 ） は 、 時 間 領 域 情 報 で あ る 。 オ ー バ ー
ラ ッ パ ー ／ 加 算 器 （ ２ ７ ０ ） は 、 必 要 に 応 じ て 音 声 デ ー タ を 重 ね 合 わ せ 、 追 加 し 、 異 な る
モ ー ド で 符 号 化 さ れ た フ レ ー ム ま た は 他 の 音 声 デ ー タ シ ー ケ ン ス を イ ン タ ー リ ー ブ す る 。
混 合 ま た は 純 可 逆 的 符 号 化 が 行 わ れ た フ レ ー ム を 重 ね 合 わ せ 、 追 加 し 、 イ ン タ ー リ ー ブ す
る こ と に 関 す る さ ら な る 詳 細 は 、 以 下 の セ ク シ ョ ン で 説 明 す る 。 代 替 と し て 、 復 号 器 （ ２
０ ０ ） は 、 フ レ ー ム を 重 ね 合 わ せ 、 追 加 し 、 イ ン タ ー リ ー ブ す る た め に 他 の 技 術 を 使 用 す
る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 マ ル チ チ ャ ネ ル ポ ス ト プ ロ セ ッ サ （ ２ ８ ０ ） は 、 オ プ シ ョ ン と し て 、 オ ー バ ー ラ ッ パ ー
／ 加 算 器 （ ２ ７ ０ ） に よ っ て 出 力 さ れ た 時 間 領 域 音 声 サ ン プ ル を マ ト リ ク ス 化 し な お す 。
マ ル チ チ ャ ネ ル ポ ス ト プ ロ セ ッ サ は 、 音 声 デ ー タ を 選 択 的 に マ ト リ ク ス 化 し な お し て 、 再
生 の た め の フ ァ ン ト ム チ ャ ネ ル を 生 成 し 、 ス ピ ー カ の 間 で チ ャ ネ ル を 空 間 的 に 回 転 さ せ る
な ど の 特 殊 効 果 を 行 い 、 よ り 少 な い ス ピ ー カ で 再 生 す る た め に ま た は 任 意 の 他 の 目 的 の た
め に チ ャ ネ ル を 畳 み 込 む （ ｆ ｏ ｌ ｄ 　 ｄ ｏ ｗ ｎ ） 。 ビ ッ ト ス ト リ ー ム に よ っ て 制 御 さ れ る
ポ ス ト 処 理 の 場 合 、 ポ ス ト 処 理 変 換 マ ト リ ク ス は 、 時 間 の 経 過 と と も に 変 化 し 、 ビ ッ ト ス
ト リ ー ム （ ２ ０ ５ ） の 中 で 伝 え ら れ る か 、 ま た は ビ ッ ト ス ト リ ー ム （ ２ ０ ５ ） の 中 に 含 ま
れ る 。 い く つ か の 実 施 形 態 に お け る マ ル チ チ ャ ネ ル ポ ス ト プ ロ セ ッ サ の 動 作 に 関 す る さ ら
な る 詳 細 に つ い て は 、 「 音 声 符 号 化 お よ び 音 声 復 号 化 の た め の ア ー キ テ ク チ ャ お よ び 技 術
（ Architecture And Techniques For Audio Encoding And Decoding） 」 と い う 名 称 の 関
連 出 願 の 「 マ ル チ チ ャ ネ ル ポ ス ト 処 理 （ Multi-Channel Post-Processing） 」 と い う 題 名
の セ ク シ ョ ン を 参 照 さ れ た い 。 代 替 と し て 、 復 号 器 （ ２ ０ ０ ） は 、 別 の 形 態 の マ ル チ チ ャ
ネ ル ポ ス ト 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　
　 前 述 し た 一 般 化 さ れ た 音 声 符 号 器 １ ０ ０ （ 図 １ ） お よ び 音 声 復 号 器 ２ ０ ０ （ 図 ２ ） に 組
み 込 ま れ た 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 の あ る 実 施 形 態 は 、 入 力 音 声 信 号 の あ る 部 分 を
不 可 逆 的 圧 縮 で （ 例 え ば 、 構 成 要 素 １ ３ ０ 、 １ ４ ０ 、 １ ６ ０ に お け る 知 覚 モ デ ル に 基 づ く
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量 子 化 を 伴 う 周 波 数 変 換 ベ ー ス の 符 号 化 を 使 用 し て ） 符 号 化 し 、 別 の 部 分 を 可 逆 的 圧 縮 を
使 用 し て （ 例 え ば 、 混 合 ／ 純 可 逆 的 符 号 器 １ ７ ２ に お い て ） 符 号 化 す る こ と を 選 択 的 に 行
う 。 こ の 手 法 は 、 高 品 質 が 所 望 さ れ る 場 合 （ ま た は 不 可 逆 的 圧 縮 が 所 望 の 品 質 に 関 し て 高
い 圧 縮 比 を 実 現 で き な い 場 合 ） に よ り 高 い 品 質 の 音 声 を 実 現 す る 可 逆 的 圧 縮 と 、 適 切 な 場
合 に 品 質 の 知 覚 さ れ る 損 失 な し に 高 い 圧 縮 を 行 う た め の 不 可 逆 的 圧 縮 を 統 合 す る 。 ま た 、
こ れ に よ り 、 単 一 の 音 声 信 号 内 に お い て 異 な る 品 質 レ ベ ル で 音 声 を 符 号 化 す る こ と も 可 能
に な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 の 実 施 形 態 は 、 さ ら に 、 不 可 逆 的 圧 縮 と 可 逆 的 圧 縮
の 間 で シ ー ム レ ス な 切 替 え を 実 現 し 、 ま た 入 力 音 声 が 重 な り 合 っ た ウ イ ン ド ウ の 中 で 処 理
さ れ る 符 号 化 と 重 な り 合 わ な い 処 理 と の 間 の 遷 移 も 実 現 す る 。 シ ー ム レ ス な 切 替 え の た め
、 こ の 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 の 実 施 形 態 は 、 次 の ３ つ の タ イ プ の 音 声 フ レ ー ム に
選 択 的 に 分 割 さ れ た 入 力 音 声 を 処 理 す る 。 す な わ ち 、 不 可 逆 的 圧 縮 で 符 号 化 さ れ た 不 可 逆
的 フ レ ー ム （ Ｌ Ｓ Ｆ ） ３ ０ ０ ～ ３ ０ ４ （ 図 ３ ） 、 可 逆 的 圧 縮 で 符 号 化 さ れ た 純 可 逆 的 フ レ
ー ム （ Ｐ Ｌ Ｌ Ｆ ） ３ １ ０ ～ ３ １ ２ 、 お よ び 混 合 の 可 逆 的 フ レ ー ム （ Ｍ Ｌ Ｌ Ｆ ） ３ ２ ０ ～ ３
２ ２ で あ る 。 混 合 の 可 逆 的 フ レ ー ム ３ ２ １ ～ ３ ２ ２ は 、 不 可 逆 的 フ レ ー ム ３ ０ ２ ～ ３ ０ ３
と 純 可 逆 的 フ レ ー ム ３ １ ０ ～ ３ １ ２ の 間 の 遷 移 と し て の 役 割 を す る 。 混 合 の 可 逆 的 フ レ ー
ム ３ ２ ０ は ま た 、 遷 移 の 目 的 に 役 立 つ こ と な く 、 不 可 逆 的 フ レ ー ム ３ ０ ０ ～ ３ ０ １ の な か
の 不 可 逆 的 圧 縮 の パ フ ォ ー マ ン ス が 劣 悪 に な る で あ ろ う 孤 立 し た フ レ ー ム で あ る こ と が 可
能 で あ る 。 以 下 の 表 １ は 、 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 の 実 施 形 態 に お け る ３ つ の 音 声
フ レ ー ム タ イ プ を 要 約 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ３ で 示 し た 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 を 使 用 し て 符 号 化 さ れ た 音 声 信 号 の 一 例 に
お け る フ レ ー ム 構 造 を 参 照 す る と 、 こ の 例 に お け る 音 声 信 号 は 、 そ れ ぞ れ が ウ イ ン ド ウ 化
さ れ た フ レ ー ム で あ る ブ ロ ッ ク の シ ー ケ ン ス と し て 符 号 化 さ れ て い る 。 混 合 の 可 逆 的 フ レ
ー ム は 、 通 常 、 こ の 例 に お け る 混 合 の 可 逆 的 フ レ ー ム ３ ２ ０ の よ う に 、 不 可 逆 的 フ レ ー ム
の な か で 孤 立 し て い る 。 こ れ は 、 混 合 の 可 逆 的 フ レ ー ム が 、 不 可 逆 的 圧 縮 が 劣 悪 な 圧 縮 パ
フ ォ ー マ ン ス を 示 す 「 問 題 の あ る 」 フ レ ー ム に 関 し て 使 用 可 能 に さ れ る か ら で あ る 。 通 常
、 こ の フ レ ー ム は 、 音 声 信 号 の 非 常 に 雑 音 の 多 い フ レ ー ム で あ り 、 音 声 信 号 内 で 孤 立 し て
出 現 す る 。 純 可 逆 的 フ レ ー ム は 、 通 常 、 連 続 的 で あ る 。 音 声 信 号 内 の 純 可 逆 的 フ レ ー ム の
開 始 位 置 お よ び 終 了 位 置 は 、 例 え ば 、 符 号 器 の ユ ー ザ に よ っ て 決 め ら れ る こ と が 可 能 で あ
る （ 例 え ば 、 非 常 に 高 い 品 質 で 符 号 化 さ れ る べ き 音 声 信 号 の 部 分 を 選 択 す る こ と に よ り ）
。 代 替 と し て 、 音 声 信 号 の あ る 部 分 に 関 し て 純 可 逆 的 フ レ ー ム を 使 用 す る 決 定 を 自 動 化 す
る こ と が で き る 。 た だ し 、 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 の 実 施 形 態 は 、 す べ て 不 可 逆 的
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フ レ ー ム 、 す べ て 混 合 の 可 逆 的 フ レ ー ム 、 ま た は す べ て 純 可 逆 的 フ レ ー ム を 使 用 し て 音 声
信 号 を 符 号 化 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ４ は 、 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 の 実 施 形 態 に お い て 入 力 音 声 信 号 を 符 号 化 す る
プ ロ セ ス ４ ０ ０ を 示 し て い る 。 プ ロ セ ス ４ ０ ０ は 、 フ レ ー ム ご と に 入 力 音 声 信 号 フ レ ー ム
（ パ ル ス 符 号 変 調 （ Ｐ Ｃ Ｍ ） 形 式 の フ レ ー ム サ イ ズ の ） を 処 理 す る 。 プ ロ セ ス ４ ０ ０ は 、
入 力 音 声 信 号 の 次 の Ｐ Ｃ Ｍ フ レ ー ム を 獲 得 す る こ と に よ っ て ア ク シ ョ ン ４ ０ １ を 開 始 す る
。 こ の 次 の Ｐ Ｃ Ｍ フ レ ー ム に 関 し て 、 プ ロ セ ス ４ ０ ０ は 、 ま ず 、 ア ク シ ョ ン ４ ０ ２ で 、 符
号 器 ユ ー ザ が 、 フ レ ー ム を 不 可 逆 的 圧 縮 の た め に 選 択 し た か 、 ま た は 可 逆 的 圧 縮 の た め に
選 択 し た か を 調 べ る 。 フ レ ー ム に 対 し て 不 可 逆 的 圧 縮 が 選 択 さ れ て い る 場 合 、 プ ロ セ ス ４
０ ０ は 、 ア ク シ ョ ン ４ ０ ３ ～ ４ ０ ４ で 示 さ れ る と お り 、 通 常 の 変 換 ウ イ ン ド ウ （ Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ
変 換 ベ ー ス の 不 可 逆 的 圧 縮 の 場 合 と 同 様 に 前 の フ レ ー ム と 重 な り 合 う こ と が 可 能 な ） で 不
可 逆 的 圧 縮 を 使 用 し て 入 力 Ｐ Ｃ Ｍ フ レ ー ム を 符 号 化 す る こ と に 取 り か か る 。 不 可 逆 的 圧 縮
の 後 、 プ ロ セ ス ４ ０ ０ は 、 ア ク シ ョ ン ４ ０ ５ に お い て フ レ ー ム に 対 す る 不 可 逆 的 圧 縮 の 圧
縮 パ フ ォ ー マ ン ス を 調 べ る 。 満 足 の 行 く パ フ ォ ー マ ン ス の 基 準 は 、 も た ら さ れ る 圧 縮 フ レ
ー ム が 、 元 の Ｐ Ｃ Ｍ フ レ ー ム の ３ ／ ４ よ り 小 さ い こ と で あ る こ と が 可 能 で あ る が 、 代 替 と
し て 、 許 容 可 能 な 不 可 逆 的 圧 縮 の パ フ ォ ー マ ン ス と し て よ り 高 い 基 準 、 ま た は よ り 低 い 基
準 を 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 不 可 逆 的 圧 縮 の パ フ ォ ー マ ン ス が 許 容 可 能 で あ る 場 合 、
プ ロ セ ス ４ ０ ０ は 、 ア ク シ ョ ン ４ ０ ６ で 、 フ レ ー ム の 不 可 逆 的 圧 縮 か ら も た ら さ れ る ビ ッ
ト を 圧 縮 音 声 信 号 ビ ッ ト ス ト リ ー ム に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 そ う で は な く 、 ア ク シ ョ ン ４ ０ ５ で 、 不 可 逆 的 圧 縮 を 使 用 し て フ レ ー ム に 対 し て 実 現 さ
れ た 圧 縮 が 劣 悪 で あ る 場 合 、 プ ロ セ ス ４ ０ ０ は 、 ア ク シ ョ ン ４ ０ ７ で 、 カ レ ン ト （ 現 行 の
； ｃ ｕ ｒ ｒ ｅ ｎ ｔ ） フ レ ー ム を 混 合 の 可 逆 的 圧 縮 を 使 用 す る 孤 立 し た 混 合 の 可 逆 的 フ レ ー
ム （ 以 下 に 詳 述 す る ） と し て 圧 縮 す る 。 ア ク シ ョ ン ４ ０ ６ で 、 プ ロ セ ス ４ ０ ０ は 、 不 可 逆
的 圧 縮 ま た は 混 合 の 可 逆 的 圧 縮 の よ り よ い パ フ ォ ー マ ン ス を 示 す 方 を 使 用 し て 圧 縮 さ れ た
フ レ ー ム を 出 力 す る 。 本 明 細 書 で は 、 「 孤 立 し た 」 混 合 の 可 逆 的 フ レ ー ム と 呼 ん で い る が
、 実 際 に は 、 プ ロ セ ス ４ ０ ０ は 、 劣 悪 な 不 可 逆 的 圧 縮 の パ フ ォ ー マ ン ス を 示 す 多 数 の 連 続
す る 入 力 フ レ ー ム を 、 ア ク シ ョ ン ４ ０ ５ お よ び ４ ０ ７ を 通 る パ ス を 介 し て 、 混 合 の 可 逆 的
圧 縮 を 使 用 し て 圧 縮 す る こ と が で き る 。 こ の フ レ ー ム を 「 孤 立 し た 」 と 呼 ん で い る 理 由 は
、 図 ３ の 例 示 的 な 音 声 信 号 に お け る 孤 立 し た 混 合 の 可 逆 的 フ レ ー ム ３ ２ ０ に 関 し て 示 す と
お り 、 通 常 、 劣 悪 な 不 可 逆 的 圧 縮 の パ フ ォ ー マ ン ス は 、 入 力 音 声 ス ト リ ー ム の 中 で 孤 立 し
て 出 現 す る 事 象 だ か ら で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 他 方 、 符 号 器 の ユ ー ザ が そ の フ レ ー ム に 関 し て 可 逆 的 圧 縮 を 選 択 し た こ と が 、 ア ク シ ョ
ン ４ ０ ２ で 判 定 さ れ た 場 合 、 プ ロ セ ス ４ ０ ０ は 、 次 に ア ク シ ョ ン ４ ０ ８ で 、 そ の フ レ ー ム
が 、 不 可 逆 的 圧 縮 と 可 逆 的 圧 縮 の 間 の 遷 移 フ レ ー ム （ す な わ ち 、 可 逆 的 圧 縮 で 符 号 化 さ れ
る べ き １ 組 の 連 続 す る フ レ ー ム の 最 初 の フ レ ー ム ま た は 最 後 の フ レ ー ム ） で あ る か ど う か
を 調 べ る 。 遷 移 フ レ ー ム で あ る 場 合 、 プ ロ セ ス ４ ０ ０ は 、 以 下 に 詳 述 す る フ レ ー ム に 関 す
る 開 始 ／ 停 止 ウ イ ン ド ウ ４ ０ ９ を 使 用 し て 、 ス テ ッ プ ４ ０ ７ で 、 混 合 の 可 逆 的 圧 縮 を 使 用
す る 混 合 の 可 逆 的 遷 移 フ レ ー ム （ ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ 　 ｍ ｉ ｘ ｅ ｄ 　 ｌ ｏ ｓ ｓ ｌ ｅ ｓ ｓ
　 ｆ ｒ ａ ｍ ｅ ） と し て そ の フ レ ー ム を 符 号 化 し 、 ア ク シ ョ ン ４ ０ ６ で も た ら さ れ る 混 合 の
可 逆 的 遷 移 フ レ ー ム を 出 力 す る 。 そ う で な く 、 連 続 す る 可 逆 的 圧 縮 フ レ ー ム の 最 初 の フ レ
ー ム ま た は 最 後 の フ レ ー ム で は な い 場 合 、 プ ロ セ ス ４ ０ ０ は 、 ア ク シ ョ ン ４ １ ０ ～ ４ １ １
で 矩 形 の ウ イ ン ド ウ を 使 用 す る 可 逆 的 圧 縮 を 使 用 し て 符 号 化 を 行 い 、 ア ク シ ョ ン ４ ０ ６ で
純 可 逆 的 フ レ ー ム と し て そ の フ レ ー ム を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 次 に 、 プ ロ セ ス ４ ０ ０ は 、 ア ク シ ョ ン ４ ０ １ で 入 力 音 声 信 号 の 次 の Ｐ Ｃ Ｍ フ レ ー ム を 獲
得 す る こ と に 戻 り 、 音 声 信 号 が 終 了 す る （ ま た は 次 の Ｐ Ｃ Ｍ フ レ ー ム を 獲 得 す る 際 の 他 の
障 害 条 件 ） ま で 繰 り 返 さ れ る 。
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【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 明 細 書 で 説 明 す る 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 の 実 施 形 態 は 、 不 可 逆 的 フ レ ー ム の
不 可 逆 的 圧 縮 に 関 し て 変 調 離 散 コ サ イ ン 変 換 （ Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ ； ｍ ｏ ｄ ｕ ｌ ａ ｔ ｅ ｄ 　 ｄ ｉ ｓ ｃ
ｒ ｅ ｔ ｅ 　 ｃ ｏ ｓ ｉ ｎ ｅ 　 ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｆ ｏ ｒ ｍ ） ベ ー ス の 不 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し 、 こ の
符 号 化 は 、 Ｍ ｉ ｃ ｒ ｏ ｓ ｏ ｆ ｔ 　 Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ （ 登 録 商 標 ） Ｍ ｅ ｄ ｉ ａ 　 Ａ ｕ ｄ ｉ ｏ （
Ｗ Ｍ Ａ ） 形 式 で 使 用 さ れ る Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ ベ ー ス の 不 可 逆 的 符 号 化 、 ま た は そ の 他 の Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ ベ
ー ス の 不 可 逆 的 符 号 化 で あ る こ と が 可 能 で あ る 。 代 替 の 実 施 形 態 で は 、 他 の 重 複 変 換 ま た
は 重 ね 合 わ せ の な い 変 換 に 基 づ く 不 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 す る こ と が で き る 。 Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ ベ ー
ス の 不 可 逆 的 符 号 化 に 関 す る さ ら な る 詳 細 に つ い て は 、 非 特 許 文 献 １ を 参 照 さ れ た い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 次 に 、 図 ５ を 参 照 す る と 、 本 明 細 書 で 説 明 す る 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 の 実 施 形
態 に お け る 混 合 の 可 逆 的 圧 縮 は ま た 、 Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ 変 換 に 基 づ い て い る 。 代 替 の 実 施 形 態 で は
、 混 合 の 可 逆 的 圧 縮 は 、 や は り 好 ま し く は 、 そ れ ぞ れ の 実 施 形 態 で 使 用 さ れ る 不 可 逆 的 圧
縮 と 同 じ 変 換 お よ び 変 換 ウ イ ン ド ウ を 使 用 す る 。 こ の 手 法 に よ り 、 混 合 の 可 逆 的 フ レ ー ム
が 、 重 な り 合 う ウ イ ン ド ウ 変 換 に 基 づ く 不 可 逆 的 フ レ ー ム か ら 重 な り 合 わ な い 純 可 逆 的 フ
レ ー ム へ の シ ー ム レ ス な 遷 移 を 提 供 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 例 え ば 、 前 述 し た 実 施 形 態 で 使 用 さ れ る Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ 変 換 ベ ー ス の 符 号 化 で は 、 カ レ ン ト Ｐ
Ｃ Ｍ フ レ ー ム ５ １ １ の 次 の Ｎ 個 の サ ン プ ル を 符 号 化 す る た め 、 Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ 変 換 が 、 音 声 信 号
の 最 後 の ２ Ｎ 個 の サ ン プ ル の 「 サ イ ン （ ｓ ｉ ｎ ） 」 ベ ー ス の ウ イ ン ド ウ 化 フ ァ ン ク シ ョ ン
５ ２ ０ か ら 導 出 さ れ た ウ イ ン ド ウ 化 さ れ た フ レ ー ム ５ ２ ２ に 適 用 さ れ る 。 言 い 換 え れ ば 、
入 力 音 声 信 号 の 中 で カ レ ン ト Ｐ Ｃ Ｍ フ レ ー ム を 符 号 化 す る 際 、 Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ 変 換 が 、 入 力 音 声
信 号 ５ ０ ０ の 以 前 の Ｐ Ｃ Ｍ フ レ ー ム ５ １ ０ お よ び カ レ ン ト Ｐ Ｃ Ｍ フ レ ー ム ５ １ １ を 包 含 す
る ウ イ ン ド ウ 化 さ れ た フ レ ー ム ５ ２ ２ に 適 用 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 よ り 平 滑 な 不 可 逆 的 符
号 化 の た め に 連 続 す る ウ イ ン ド ウ 化 さ れ た フ レ ー ム の 間 で ５ ０ ％ の 重 な り 合 い が 提 供 さ れ
る 。 Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ 変 換 は 、 ク リ テ ィ カ ル な サ ン プ リ ン グ だ け を ア ー カ イ ブ す る と い う 特 性 を 有
す る 。 す な わ ち 、 出 力 の Ｎ 個 の サ ン プ ル だ け が 、 隣 接 す る フ レ ー ム と 併 せ て 使 用 さ れ る 際
、 完 璧 な 再 構 成 の た め に 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ４ の 符 号 化 プ ロ セ ス ４ ０ ０ に お け る ア ク シ ョ ン ４ ０ ４ に お け る 不 可 逆 的 圧 縮 と ア ク シ
ョ ン ４ ０ ７ に お け る 混 合 の 可 逆 的 圧 縮 で と も に 、 Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ 変 換 ５ ３ ０ が 、 以 前 の Ｐ Ｃ Ｍ フ
レ ー ム ５ １ ０ お よ び カ レ ン ト Ｐ Ｃ Ｍ フ レ ー ム ５ １ １ か ら 導 出 さ れ た ウ イ ン ド ウ 化 さ れ た フ
レ ー ム ５ ２ ２ に 適 用 さ れ る 。 不 可 逆 的 圧 縮 の 場 合 、 カ レ ン ト フ レ ー ム ５ １ １ の 符 号 化 は 、
Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ ベ ー ス の 不 可 逆 的 コ ー デ ッ ク ５ ４ ０ に お い て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 混 合 の 可 逆 的 圧 縮 符 号 化 の 場 合 、 Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ ５ ３ ０ か ら 生 成 さ れ た 変 換 係 数 が 、 次 に 、 逆
Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ （ Ｉ Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ ） 変 換 ５ ５ ０ に 入 力 さ れ る （ こ れ は 、 従 来 の Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ ベ ー ス の 不 可
逆 的 符 号 化 で は 、 別 の 仕 方 で 復 号 器 に お い て 行 わ れ る ） 。 Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ 変 換 と 逆 Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ 変 換
は と も に 、 混 合 の 可 逆 的 圧 縮 の た め の 符 号 器 に お い て 行 わ れ る の で 、 実 際 の 変 換 お よ び そ
の 逆 変 換 を 物 理 的 に 行 う 代 わ り に 、 結 合 さ れ た Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ と 逆 Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ の 等 価 の 処 理 が 行 わ
れ る こ と が 可 能 で あ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 等 価 の 処 理 に よ り 、 ウ イ ン ド ウ 化 さ れ た フ レ ー
ム ５ ２ ２ の 後 半 に お け る ミ ラ ー リ ン グ （ ｍ ｉ ｒ ｒ ｏ ｒ ｉ ｎ ｇ ） サ ン プ ル の 追 加 、 お よ び ウ
イ ン ド ウ 化 さ れ た フ レ ー ム の 前 半 に お け る ミ ラ ー リ ン グ サ ン プ ル の 控 除 と 同 じ Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ お
よ び 逆 Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ の 結 果 が も た ら さ れ る こ と が 可 能 で あ る 。 図 ６ は 、 ウ イ ン ド ウ 化 さ れ た フ
レ ー ム で マ ト リ ク ス を 増 倍 す る の と 等 価 の Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ × Ｉ Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ 変 換 の 処 理 を 行 う た め の
等 価 の Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ × Ｉ Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ マ ト リ ク ス ６ ０ ０ を 示 し て い る 。 Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ 変 換 と Ｉ Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ
変 換 の 結 果 は 、 音 声 信 号 の 周 波 数 領 域 表 現 に も 、 元 の 時 間 領 域 バ ー ジ ョ ン に も な っ て い な
い 。 Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ と Ｉ Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ の 出 力 は 、 ２ Ｎ 個 の サ ン プ ル を 有 す る が 、 そ の 半 分 （ Ｎ 個 の サ
ン プ ル ） だ け が 、 独 立 の 値 を 有 す る 。 し た が っ て 、 ク リ テ ィ カ ル な サ ン プ リ ン グ を ア ー カ
イ ブ す る 特 性 は 、 混 合 の 可 逆 的 フ レ ー ム の 中 で 保 た れ る 。 こ の Ｎ 個 の サ ン プ ル は 、 「 擬 似
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時 間 領 域 」 信 号 と 呼 ぶ こ と が で き る 。 と い う の は 、 時 間 信 号 ウ イ ン ド ウ 化 さ れ て お り 、 畳
み 込 ま れ て い る か ら で あ る 。 こ の 擬 似 時 間 領 域 信 号 は 、 元 の 時 間 領 域 音 声 信 号 の 特 性 の 多
く を 保 存 し 、 し た が っ て 、 任 意 の 時 間 領 域 ベ ー ス の 圧 縮 を こ の 信 号 の 符 号 化 の た め に 使 用
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 説 明 す る 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 の 実 施 形 態 で は 、 Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ × Ｉ Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ 処 理 後
の 混 合 の 可 逆 的 フ レ ー ム の 擬 似 時 間 領 域 信 号 バ ー ジ ョ ン が 、 １ 次 Ｌ Ｐ Ｃ フ ィ ル タ ５ ５ １ を
使 用 す る 線 形 予 測 符 号 化 （ Ｌ Ｐ Ｃ ） を 使 用 し て 符 号 化 さ れ る 。 代 替 の 実 施 形 態 は 、 他 の 形
態 の 時 間 領 域 ベ ー ス の 符 号 化 を 使 用 し て 、 混 合 の 可 逆 的 フ レ ー ム に 関 す る 擬 似 時 間 領 域 信
号 を 符 号 化 す る こ と が で き る 。 Ｌ Ｐ Ｃ 符 号 化 の さ ら な る 詳 細 に つ い て は 、 非 特 許 文 献 ２ （
以 降 、 Ｍ ａ ｋ ｈ ｏ ｕ ｌ と 呼 ぶ ） を 参 照 さ れ た い 。 Ｌ Ｐ Ｃ 符 号 化 に 関 し て 、 説 明 す る 実 施 形
態 は 、 以 下 の 処 理 ア ク シ ョ ン を 行 う 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 １ ） 自 己 相 関 を 計 算 す る 。 説 明 す る 実 施 形 態 で は 、 単 純 な １ 次 Ｌ Ｐ Ｃ フ ィ ル タ が 使 用 さ
れ る の で 、 Ｍ ａ ｋ ｈ ｏ ｕ ｌ か ら の 以 下 の 数 式 に お け る Ｒ （ ０ ） お よ び Ｒ （ １ ） だ け を 計 算
す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
【 数 １ 】
　
　
　
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ２ ） Ｌ Ｐ Ｃ フ ィ ル タ 係 数 を 計 算 す る 。 Ｌ Ｐ Ｃ フ ィ ル タ は 、 Ｒ （ １ ） ／ Ｒ （ ０ ） で あ る １
つ の 係 数 だ け を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ３ ） フ ィ ル タ を 量 子 化 す る 。 Ｌ Ｐ Ｃ フ ィ ル タ 係 数 は 、 １ ／ ２ ５ ６ の ス テ ッ プ サ イ ズ に よ
っ て 量 子 化 さ れ 、 し た が っ て 、 ビ ッ ト ス ト リ ー ム の 中 の ８ ビ ッ ト で 表 わ す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ４ ） 予 測 剰 余 を 計 算 す る 。 Ｌ Ｐ Ｃ フ ィ ル タ 係 数 が 用 意 さ れ る と 、 Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ お よ び Ｉ Ｍ Ｄ
Ｃ Ｔ か ら の 擬 似 時 間 信 号 に 対 し て Ｌ Ｐ Ｃ フ ィ ル タ を 適 用 す る 。 出 力 信 号 は 、 以 下 の ア ク シ
ョ ン （ ６ ） に お い て エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化 に よ っ て 圧 縮 さ れ た 予 測 剰 余 （ Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ 変 換 お よ
び Ｉ Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ 変 換 の 後 の 実 際 の Ｎ 個 の 擬 似 時 間 領 域 信 号 サ ン プ ル と そ の 予 測 値 の 差 ） で あ
る 。 復 号 器 側 で 、 雑 音 成 形 量 子 化 が 使 用 可 能 に さ れ て い な い 場 合 、 剰 余 か ら 擬 似 時 間 信 号
を 完 璧 に 再 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ５ ） 雑 音 成 形 量 子 化 ５ ６ ０ 。 説 明 す る 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 の 実 施 形 態 は 、 非
特 許 文 献 ３ に よ っ て 説 明 さ れ る よ う な 雑 音 成 形 量 子 化 （ こ れ は 、 オ プ シ ョ ン と し て 使 用 不
可 に す る こ と が 可 能 で あ る ） を 含 む 。 雑 音 成 形 量 子 化 処 理 は 、 こ の 場 合 、 よ り 広 い 品 質 お
よ び ビ ッ ト レ ー ト の 範 囲 を サ ポ ー ト し 、 混 合 の 可 逆 的 モ ー ド が 雑 音 成 形 を 行 う こ と が で き
る よ う に 追 加 さ れ て い る 。 雑 音 成 形 量 子 化 の 長 所 は 、 こ の 量 子 化 が 復 号 器 側 に お い て ト ラ
ン ス ペ ア レ ン ト で あ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ６ ） エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化 。 説 明 す る 実 施 形 態 は 、 Ｌ Ｐ Ｃ 予 測 剰 余 の エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化
の た め に 標 準 の Ｇ ｏ ｌ ｏ ｍ ｂ 符 号 化 ５ ７ ０ を 使 用 す る 。 代 替 の 実 施 形 態 は 、 混 合 の 可 逆 的
フ レ ー ム を さ ら に 圧 縮 す る た め に Ｌ Ｃ Ｐ 予 測 剰 余 に 対 し て 他 の 形 態 の エ ン ト ロ ピ ー 符 号 化
を 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 Ｇ ｏ ｌ ｏ ｍ ｂ 符 号 化 さ れ た 剰 余 は 、 出 力 ５ ８ ０ に お い て 圧
縮 さ れ た 音 声 ス ト リ ー ム に 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 カ レ ン ト フ レ ー ム の 混 合 の 可 逆 的 圧 縮 の 後 、 符 号 化 プ ロ セ ス は 、 次 の フ レ ー ム ５ １ ２ の
符 号 化 に 取 り か か り 、 フ レ ー ム ５ １ ２ は 、 不 可 逆 的 フ レ ー ム 、 純 可 逆 的 フ レ ー ム 、 ま た は
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、 再 び 、 混 合 の 可 逆 的 フ レ ー ム と し て 符 号 化 さ れ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 前 述 し た 混 合 の 可 逆 的 圧 縮 は 、 最 初 の ウ イ ン ド ウ 化 プ ロ セ ス （ 雑 音 形 成 量 子 化 が 使 用 不
可 に さ れ た ） に 関 し て だ け 不 可 逆 的 で あ る こ と が 可 能 で あ り 、 こ の た め 、 「 混 合 の 可 逆 的
圧 縮 」 と 呼 ば れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 ７ は 、 本 明 細 書 で 説 明 す る 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 の 実 施 形 態 の 符 号 化 プ ロ セ
ス ４ ０ ０ （ 図 ４ ） に お け る 純 可 逆 的 フ レ ー ム の 可 逆 的 符 号 化 ７ ０ ０ を 示 し て い る 。 こ の 例
で は 、 入 力 音 声 信 号 は 、 ２ つ の チ ャ ネ ル （ 例 え ば 、 ス テ レ オ ） の 音 声 信 号 ７ １ ０ で あ る 。
入 力 音 声 信 号 チ ャ ネ ル の 以 前 の Ｐ Ｃ Ｍ フ レ ー ム ７ １ １ と カ レ ン ト Ｐ Ｃ Ｍ フ レ ー ム ７ １ ２ の
矩 形 ウ イ ン ド ウ 化 フ ァ ン ク シ ョ ン ７ １ ５ と し て も た ら さ れ る 音 声 信 号 チ ャ ネ ル サ ン プ ル の
ウ イ ン ド ウ 化 さ れ た フ レ ー ム ７ ２ ０ 、 ７ ２ １ に 対 し て 可 逆 的 符 号 化 ７ ０ ０ が 行 わ れ る 。 矩
形 の ウ イ ン ド ウ の 後 、 ウ イ ン ド ウ 化 さ れ た フ レ ー ム は 、 依 然 と し て 、 元 の Ｐ Ｃ Ｍ サ ン プ ル
か ら 成 っ て い る 。 次 に 、 純 可 逆 的 圧 縮 を そ の サ ン プ ル に 直 接 に 適 用 す る こ と が で き る 。 最
初 の 純 可 逆 的 フ レ ー ム と 最 後 の 純 可 逆 的 フ レ ー ム は 、 図 １ １ に 関 連 し て 以 下 に 説 明 す る 異
な る 特 殊 ウ イ ン ド ウ を 有 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 純 可 逆 的 符 号 化 ７ ０ ０ は 、 Ｌ Ｐ Ｃ フ ィ ル タ ７ ２ ６ 、 お よ び オ プ シ ョ ン の 雑 音 成 形 量 子 化
７ ２ ８ か ら 始 ま り 、 こ れ ら は 、 図 ５ の 構 成 要 素 ５ ５ １ お よ び ５ ６ ０ と 同 じ 目 的 に 役 立 つ 。
確 か に 、 雑 音 成 形 量 子 化 ７ ２ ８ が 使 用 さ れ る 場 合 、 圧 縮 は 、 も は や 実 際 に は 、 純 粋 に 可 逆
的 も の で は な い 。 し か し 、 オ プ シ ョ ン の 雑 音 成 形 量 子 化 ７ ２ ８ の 場 合 で も 、 簡 明 に す る た
め 、 本 明 細 書 で は 、 「 純 可 逆 的 符 号 化 」 と い う 呼 び 方 の ま ま に し て い る 。 純 可 逆 的 モ ー ド
で は 、 Ｌ Ｐ Ｃ フ ィ ル タ ７ ２ ６ の 他 、 Ｍ Ｃ Ｌ Ｍ Ｓ ７ ４ ２ フ ィ ル タ お よ び Ｃ Ｄ Ｌ Ｍ Ｓ ７ ５ ０ フ
ィ ル タ （ 以 下 に 説 明 す る ） が 存 在 す る 。 雑 音 成 形 量 子 化 ７ ２ ８ は 、 Ｌ Ｐ Ｃ フ ィ ル タ ７ ２ ６
の 後 で 、 た だ し 、 Ｍ Ｃ Ｌ Ｍ Ｓ フ ィ ル タ ７ ４ ２ お よ び Ｃ Ｄ Ｌ Ｍ Ｓ フ ィ ル タ ７ ５ ０ の 前 に 適 用
さ れ る 。 Ｍ Ｃ Ｌ Ｍ Ｓ フ ィ ル タ ７ ４ ２ お よ び Ｃ Ｄ Ｌ Ｍ Ｓ フ ィ ル タ ７ ５ ０ は 、 安 定 し た フ ィ ル
タ で あ る こ と が 保 証 さ れ な い た め 、 雑 音 成 形 量 子 化 ７ ２ ８ の 前 に 適 用 す る こ と が で き な い
。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 純 可 逆 的 符 号 化 ７ ０ ０ の 次 の 部 分 は 、 ト ラ ン ジ ェ ン ト 検 出 ７ ３ ０ で あ る 。 ト ラ ン ジ ェ ン
ト と は 、 音 声 信 号 特 性 が 大 幅 に 変 化 す る 音 声 信 号 に お け る ポ イ ン ト で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 ８ は 、 本 明 細 書 で 説 明 す る 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 の 実 施 形 態 に お け る 純 可 逆
的 符 号 化 ７ ０ ０ で 使 用 さ れ る ト ラ ン ジ ェ ン ト 検 出 手 続 き ８ ０ ０ を 示 し て い る 。 代 替 と し て
、 ト ラ ン ジ ェ ン ト 検 出 の た め の 他 の 手 続 き を 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 ト ラ ン ジ ェ ン ト
検 出 に 関 し て 、 手 続 き ８ ０ ０ は 、 入 力 音 声 信 号 の 長 期 の 指 数 的 に 重 み 付 け さ れ た 平 均 （ Ａ
Ｌ ） ８ ０ １ お よ び 短 期 の 指 数 的 に 重 み 付 け さ れ た 平 均 （ Ａ Ｓ ） ８ ０ ２ を 計 算 す る 。 こ の 実
施 形 態 で は 、 短 期 平 均 に 関 す る 等 価 の 長 さ は 、 ３ ２ で あ り 、 長 期 平 均 は 、 １ ０ ２ ４ で あ る
。 た だ し 、 他 の 長 さ を 使 用 す る こ と も 可 能 で あ る 。 次 に 、 手 続 き ８ ０ ０ は 、 長 期 平 均 の 短
期 平 均 に 対 す る 比 （ Ｋ ） ８ ０ ３ を 計 算 し 、 そ の 比 を ト ラ ン ジ ェ ン ト し き い 値 （ 例 え ば 、 ８
と い う 値 ） ８ ０ ４ と 比 較 す る 。 比 が こ の し き い 値 を 超 え た 場 合 、 ト ラ ン ジ ェ ン ト が 検 出 さ
れ た も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ト ラ ン ジ ェ ン ト 検 出 の 後 、 純 可 逆 的 符 号 化 ７ ０ ０ は 、 チ ャ ネ ル 間 相 関 解 除 （ ｉ ｎ ｔ ｅ ｒ
－ ｃ ｈ ａ ｎ ｎ ｅ ｌ 　 ｄ ｅ － ｃ ｏ ｒ ｒ ｅ ｌ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） ブ ロ ッ ク ７ ４ ０ を 行 っ て チ ャ ネ ル 間
の 冗 長 性 を 除 去 す る 。 こ れ は 、 単 純 な Ｓ 変 形 （ transformation） 、 お よ び マ ル チ チ ャ ネ ル
最 小 平 均 ２ 乗 フ ィ ル タ （ Ｍ Ｃ Ｌ Ｍ Ｓ ） ７ ４ ２ か ら 成 る 。 Ｍ Ｃ Ｌ Ｍ Ｓ は 、 ２ つ の 特 徴 で 標 準
の Ｌ Ｍ Ｓ フ ィ ル タ と は 異 な る 。 第 １ に 、 Ｍ Ｃ Ｌ Ｍ Ｓ は 、 す べ て の チ ャ ネ ル か ら の 以 前 の サ
ン プ ル を 基 準 サ ン プ ル と し て 使 用 し て 、 １ つ の チ ャ ネ ル に お け る カ レ ン ト サ ン プ ル を 予 測
す る 。 第 ２ に 、 Ｍ Ｃ Ｌ Ｍ Ｓ は 、 他 の チ ャ ネ ル か ら の い く つ か の カ レ ン ト サ ン プ ル も 基 準 と
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し て 使 用 し て 、 １ つ の チ ャ ネ ル に お け る カ レ ン ト サ ン プ ル を 予 測 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 例 え ば 、 図 ９ は 、 ４ チ ャ ネ ル 音 声 入 力 信 号 に 関 し て Ｍ Ｃ Ｌ Ｍ Ｓ に お い て 使 用 さ れ る 基 準
サ ン プ ル を 描 い て い る 。 こ の 例 で は 、 各 チ ャ ネ ル に お け る ４ つ の 以 前 の サ ン プ ル 、 な ら び
に 先 行 す る 他 の チ ャ ネ ル に お け る カ レ ン ト サ ン プ ル が Ｍ Ｃ Ｌ Ｍ Ｓ の た め の 基 準 サ ン プ ル と
し て 使 用 さ れ て い る 。 カ レ ン ト チ ャ ネ ル の カ レ ン ト サ ン プ ル の 予 測 値 は 、 基 準 サ ン プ ル の
値 と 、 そ の サ ン プ ル に 関 連 す る 適 応 フ ィ ル タ 係 数 の ド ッ ト 積 と し て 計 算 さ れ る 。 予 測 の 後
、 Ｍ Ｃ Ｌ Ｍ Ｓ は 、 予 測 誤 差 を 使 用 し て フ ィ ル タ 係 数 を 更 新 す る 。 こ の ４ つ の チ ャ ネ ル の 例
で は 、 各 チ ャ ネ ル に 関 す る Ｍ Ｃ Ｌ Ｍ Ｓ フ ィ ル タ が 、 異 な る 長 さ を 有 し 、 チ ャ ネ ル ０ が 最 短
の フ ィ ル タ 長 （ す な わ ち 、 １ ６ の 基 準 サ ン プ ル ／ 係 数 ） を 有 し 、 チ ャ ネ ル ３ が 最 長 の フ ィ
ル タ 長 （ す な わ ち 、 １ ９ ） を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 Ｍ Ｃ Ｌ Ｍ Ｓ の 後 、 純 可 逆 的 符 号 化 が 、 各 チ ャ ネ ル に 対 し て １ 組 の カ ス ケ ー ド 式 の 最 小 平
均 二 乗 （ Ｃ Ｄ Ｌ Ｍ Ｓ ） フ ィ ル タ ７ ５ ０ を 適 用 す る 。 Ｌ Ｍ Ｓ フ ィ ル タ は 、 処 理 さ れ て い る 信
号 の さ ら な る 知 識 を 使 用 し な い 適 応 フ ィ ル タ 技 術 で あ る 。 Ｌ Ｍ Ｓ フ ィ ル タ は 、 予 測 部 分 と
更 新 部 分 の ２ つ の 部 分 を 有 す る 。 新 し い サ ン プ ル が 符 号 化 さ れ る に つ れ 、 Ｌ Ｍ Ｓ フ ィ ル タ
技 術 は 、 カ レ ン ト フ ィ ル タ 係 数 を 使 用 し て サ ン プ ル の 値 を 予 測 す る 。 次 に 、 フ ィ ル タ 係 数
が 、 予 測 誤 差 に 基 づ い て 更 新 さ れ る 。 こ の 適 応 特 性 に よ り 、 Ｌ Ｍ Ｓ フ ィ ル タ が 、 音 声 な ど
の 時 間 変 動 す る 信 号 を 処 理 す る 良 好 な 候 補 と な る 。 い く つ か の Ｌ Ｍ Ｓ フ ィ ル タ の カ ス ケ ー
ド も 、 予 測 パ フ ォ ー マ ン ス を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 例 示 的 な 純 可 逆 的 圧 縮 ７ ０ ０ で は
、 図 １ ０ に 示 す と お り Ｌ Ｓ Ｍ フ ィ ル タ が ３ つ の フ ィ ル タ の カ ス ケ ー ド に 配 置 さ れ 、 カ ス ケ
ー ド に お け る 次 の フ ィ ル タ の 入 力 が 、 前 の フ ィ ル タ の 出 力 に 接 続 さ れ て い る 。 第 ３ の フ ィ
ル タ の 出 力 は 、 最 終 の 予 測 誤 差 、 つ ま り 剰 余 で あ る 。 Ｌ Ｍ Ｓ フ ィ ル タ の さ ら な る 詳 細 に つ
い て は 、 非 特 許 文 献 ４ 、 非 特 許 文 献 ５ 、 お よ び 非 特 許 文 献 ６ を 参 照 さ れ た い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 ７ を 再 び 参 照 す る と 、 可 逆 的 符 号 化 ７ ０ ０ が 、 ト ラ ン ジ ェ ン ト 検 出 ７ ３ ０ の 結 果 を 使
用 し て Ｃ Ｄ Ｌ Ｍ Ｓ ７ ５ ０ の 更 新 速 度 を 制 御 す る 。 前 述 し た と お り 、 Ｌ Ｍ Ｓ フ ィ ル タ は 、 各
予 測 の 後 に フ ィ ル タ 係 数 が 更 新 さ れ る 適 応 フ ィ ル タ で あ る 。 可 逆 的 圧 縮 で は 、 こ れ は 、 フ
ィ ル タ が 、 音 声 信 号 特 性 の 変 化 を 追 う の に 役 立 つ 。 最 適 な パ フ ォ ー マ ン ス の た め 、 更 新 速
度 は 、 信 号 変 化 を 追 い 、 同 時 に 振 動 を 回 避 す る こ と が で き な け れ ば な ら な い 。 通 常 、 信 号
は 、 ゆ っ く り と 変 化 し 、 し た が っ て 、 Ｌ Ｍ Ｓ フ ィ ル タ の 更 新 速 度 は 、 サ ン プ ル 当 た り ２ ＾
（ － １ ２ ） の よ う に 非 常 に 小 さ い 。 し か し 、 あ る サ ウ ン ド か ら 別 の サ ウ ン ド へ の ト ラ ン ジ
ェ ン ト な ど の 大 幅 な 変 化 が 音 楽 に 生 じ た 場 合 、 フ ィ ル タ の 更 新 が 追 い つ か な い 可 能 性 が あ
る 。 可 逆 的 符 号 化 ７ ０ ０ は 、 ト ラ ン ジ ェ ン ト 検 出 を 使 用 し て 、 フ ィ ル タ が 、 変 化 す る 信 号
特 性 に 迅 速 に 追 い つ く よ う に 適 応 す る の を 促 進 す る 。 ト ラ ン ジ ェ ン ト 検 出 ７ ３ ０ が 、 入 力
に お い て ト ラ ン ジ ェ ン ト を 検 出 し た 場 合 、 可 逆 的 符 号 化 ７ ０ ０ は 、 Ｃ Ｄ Ｌ Ｍ Ｓ ７ ５ ０ の 更
新 速 度 を ２ 倍 に す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 Ｃ Ｄ Ｌ Ｍ Ｓ ７ ５ ０ の 後 、 可 逆 的 符 号 化 ７ ０ ０ は 、 改 良 さ れ た Ｇ ｏ ｌ ｏ ｍ ｂ 符 号 器 ７ ６ ０
を 使 用 し て 、 カ レ ン ト 音 声 信 号 サ ン プ ル の 予 測 剰 余 を 符 号 化 す る 。 Ｇ ｏ ｌ ｏ ｍ ｂ 符 号 器 は
、 ２ の 累 乗 で な い 除 数 を 使 用 す る こ と で 改 良 さ れ て い る 。 代 わ り に 、 改 良 さ れ た Ｇ ｏ ｌ ｏ
ｍ ｂ 符 号 器 は 、 ４ ／ ３ ＊ 平 均 （ ａ ｂ ｓ （ 予 測 剰 余 ） ） と い う 関 係 を 使 用 す る 。 除 数 が ２ の
累 乗 で は な い た め 、 も た ら さ れ る 商 お よ び 剰 余 は 、 算 術 符 号 化 ７ ７ ０ を 使 用 し て 符 号 化 さ
れ て か ら 、 圧 縮 済 み 音 声 ス ト リ ー ム へ の 出 力 ７ ８ ０ が 行 わ れ る 。 算 術 符 号 化 は 、 商 に 関 す
る 確 率 テ ー ブ ル を 使 用 す る が 、 剰 余 の 値 の 一 様 分 布 を 想 定 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 図 １ １ は 、 不 可 逆 的 符 号 化 、 混 合 の 可 逆 的 符 号 化 、 お よ び 純 可 逆 的 符 号 化 の た め の ウ イ
ン ド ウ 化 さ れ た 符 号 化 フ レ ー ム を 生 成 す る よ う に 入 力 音 声 信 号 の 元 の Ｐ Ｃ Ｍ フ レ ー ム に 適
用 さ れ る ウ イ ン ド ウ 化 フ ァ ン ク シ ョ ン を 描 い て い る 。 こ の 例 で は 、 符 号 器 の ユ ー ザ は 、 入
力 音 声 信 号 １ １ ０ ０ の 元 の Ｐ Ｃ Ｍ フ レ ー ム の サ ブ シ ー ケ ン ス １ １ １ ０ を 純 可 逆 的 符 号 化 で
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符 号 化 さ れ る べ き 可 逆 的 フ レ ー ム と し て 指 定 し て い る 。 図 ５ に 関 連 し て 述 べ た と お り 、 本
明 細 書 で 説 明 す る 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 の 実 施 形 態 に お け る 不 可 逆 的 符 号 化 は 、
カ レ ン ト Ｐ Ｃ Ｍ フ レ ー ム お よ び 以 前 の Ｐ Ｃ Ｍ フ レ ー ム に サ イ ン ウ イ ン ド ウ １ １ ３ ０ を 適 用
し て 、 不 可 逆 的 符 号 器 に 入 力 さ れ る ウ イ ン ド ウ 化 さ れ た 不 可 逆 的 符 号 化 フ レ ー ム １ １ ３ ２
を も た ら す 。 孤 立 し た 混 合 の 可 逆 的 符 号 化 フ レ ー ム １ １ ３ ６ の 混 合 の 可 逆 的 符 号 化 も 、 サ
イ ン 形 状 ウ イ ン ド ウ １ １ ３ ５ を 使 用 す る 。 他 方 、 純 可 逆 的 符 号 器 は 、 矩 形 ウ イ ン ド ウ 化 フ
ァ ン ク シ ョ ン １ １ ４ ０ を 使 用 す る 。 不 可 逆 的 符 号 化 と 可 逆 的 符 号 化 の 間 の 遷 移 （ 純 可 逆 的
符 号 化 に 指 定 さ れ た シ ー ケ ン ス １ １ １ ０ の 最 初 の フ レ ー ム と 最 後 の フ レ ー ム ） に 関 す る 混
合 の 可 逆 的 符 号 化 は 、 サ イ ン ウ イ ン ド ウ 化 フ ァ ン ク シ ョ ン と 矩 形 ウ イ ン ド ウ 化 フ ァ ン ク シ
ョ ン を 実 質 上 、 結 合 し て 最 初 ／ 最 後 の 遷 移 ウ イ ン ド ウ １ １ ５ １ 、 １ １ ５ ２ に し て 、 混 合 の
可 逆 的 符 号 化 の た め の 遷 移 符 号 化 フ レ ー ム １ １ ５ ３ 、 １ １ ５ ４ を 提 供 し 、 こ れ に よ り 、 純
可 逆 的 符 号 化 フ レ ー ム １ １ ５ ８ が 括 ら れ る （ ｂ ｒ ａ ｃ ｋ ｅ ｔ ） 。 し た が っ て 、 ユ ー ザ に よ
っ て 可 逆 的 符 号 化 に 指 定 さ れ た フ レ ー ム （ ｓ な い し ｅ の 符 号 が 付 け ら れ た ） の シ ー ケ ン ス
１ １ １ ０ に 関 し て 、 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 の 実 施 形 態 は 、 フ レ ー ム （ ｓ な い し ｅ
－ １ ） を 可 逆 的 符 号 化 を 使 用 し て 符 号 化 し 、 フ レ ー ム ｅ を 混 合 の 可 逆 的 フ レ ー ム と し て 符
号 化 す る 。 そ の よ う な ウ イ ン ド ウ 化 フ ァ ン ク シ ョ ン 設 計 に よ り 、 各 フ レ ー ム が 、 ク リ テ ィ
カ ル な サ ン プ リ ン グ を ア ー カ イ ブ す る 特 性 を 有 す る こ と が 保 証 さ れ 、 こ れ が 意 味 す る の は
、 符 号 器 が 不 可 逆 的 フ レ ー ム 、 混 合 の 可 逆 的 フ レ ー ム 、 お よ び 純 可 逆 的 フ レ ー ム の 間 で 切
り 換 わ る 際 、 冗 長 な 情 報 が 全 く 符 号 化 さ れ ず 、 サ ン プ ル が 全 く 損 失 し な い こ と で あ る 。 し
た が っ て 、 音 声 信 号 の 不 可 逆 的 符 号 化 と 可 逆 的 符 号 化 を シ ー ム レ ス に 統 合 す る こ と が 実 現
さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 図 １ ２ は 、 本 明 細 書 で 説 明 す る 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 の 実 施 形 態 に お け る 混 合
の 可 逆 的 フ レ ー ム の 復 号 化 １ ２ ０ ０ を 描 い て い る 。 混 合 の 可 逆 的 フ レ ー ム の 復 号 化 は 、 ア
ク シ ョ ン １ ２ １ ０ で 、 混 合 の 可 逆 的 フ レ ー ム の ヘ ッ ダ を 復 号 化 す る こ と で 始 ま る 。 本 明 細
書 で 説 明 す る 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 の 実 施 形 態 で は 、 混 合 の 可 逆 的 フ レ ー ム の ヘ
ッ ダ は 、 不 可 逆 的 フ レ ー ム の 形 式 よ り は る か に 単 純 な 独 自 の 形 式 を 有 す る 。 混 合 の 可 逆 的
フ レ ー ム の ヘ ッ ダ は 、 Ｌ Ｐ Ｃ フ ィ ル タ 係 数 の 情 報 、 お よ び 雑 音 成 形 の 量 子 化 ス テ ッ プ サ イ
ズ を 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 次 に 、 混 合 の 可 逆 的 復 号 化 で 、 復 号 器 が 、 ア ク シ ョ ン １ ２ ２ ０ で 、 各 チ ャ ネ ル の Ｌ Ｐ Ｃ
予 測 剰 余 を 復 号 化 す る 。 前 述 し た と お り 、 こ の 剰 余 は 、 Ｇ ｏ ｌ ｏ ｍ ｂ 符 号 化 ５ ７ ０ （ 図 ５
） で 符 号 化 さ れ 、 Ｇ ｏ ｌ ｏ ｍ ｂ 符 号 の 復 号 化 を 要 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ア ク シ ョ ン １ ２ ３ ０ で 、 混 合 の 可 逆 的 復 号 器 は 、 単 に 復 号 化 さ れ た 剰 余 に 量 子 化 ス テ ッ
プ サ イ ズ を 掛 け て 、 雑 音 成 形 量 子 化 を 逆 転 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ア ク シ ョ ン １ ２ ４ ０ で 、 混 合 の 可 逆 的 復 号 器 は 、 逆 Ｌ Ｐ Ｃ フ ィ ル タ リ ン グ プ ロ セ ス と し
て 、 剰 余 か ら の 擬 似 時 間 信 号 を 再 構 成 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ア ク シ ョ ン １ ２ ５ ０ で 、 混 合 の 可 逆 的 復 号 器 は 、 時 間 領 域 音 声 信 号 の Ｐ Ｃ Ｍ 再 構 成 を 行
う 。 「 擬 似 時 間 信 号 」 は 、 既 に Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ お よ び Ｉ Ｍ Ｄ Ｃ Ｔ の 結 果 で あ る た め 、 復 号 器 は 、
こ の 時 点 で 、 不 可 逆 的 圧 縮 の 復 号 化 と 同 様 に 動 作 し て 、 フ レ ー ム の 重 な り 合 い と ウ イ ン ド
ウ 化 を 逆 転 す る よ う に 復 号 化 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 １ ３ は 、 音 声 復 号 器 に お け る 純 可 逆 的 フ レ ー ム の 復 号 化 １ ３ ０ ０ を 描 い て い る 。 純 可
逆 的 フ レ ー ム の 復 号 化 も や は り 、 ア ク シ ョ ン １ ３ １ ０ ～ １ ２ で 、 フ レ ー ム ヘ ッ ダ 、 な ら び
に ト ラ ン ジ ェ ン ト 情 報 お よ び Ｌ Ｐ Ｃ フ ィ ル タ を 復 号 化 す る こ と で 始 ま る 。 次 に 、 純 可 逆 的
フ レ ー ム の 復 号 器 は 、 予 測 剰 余 の Ｇ ｏ ｌ ｏ ｍ ｂ 符 号 を 復 号 化 す る こ と １ ３ ２ ０ 、 逆 Ｃ Ｄ Ｌ
Ｍ Ｓ フ ィ ル タ リ ン グ １ ３ ３ ０ 、 逆 Ｍ Ｃ Ｌ Ｍ Ｓ フ ィ ル タ リ ン グ １ ３ ４ ０ 、 逆 チ ャ ネ ル ミ キ シ
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ン グ １ ３ ５ ０ 、 量 子 化 解 除 １ ３ ６ ０ 、 お よ び 逆 Ｌ Ｐ Ｃ フ ィ ル タ リ ン グ １ ３ ７ ０ に よ っ て 純
可 逆 的 符 号 化 プ ロ セ ス を 逆 転 さ せ る 。 最 後 に 、 純 可 逆 的 フ レ ー ム の 復 号 器 は 、 ア ク シ ョ ン
１ ３ ８ ０ で 音 声 信 号 の Ｐ Ｃ Ｍ フ レ ー ム を 再 構 成 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　
　 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 音 声 圧 縮 の た め の 前 述 し た 音 声 プ ロ セ ッ サ 技 術 お よ び 音 声 処
理 技 術 は 、 他 に も 例 は あ る も の の 、 と り わ け 、 コ ン ピ ュ ー タ 、 音 声 の 記 録 、 伝 送 、 お よ び
受 信 を 行 う 機 器 、 ポ ー タ ブ ル 音 楽 プ レ ー ヤ 、 電 話 デ バ イ ス 等 を 含 め 、 デ ジ タ ル 音 声 信 号 処
理 が 行 わ れ る 様 々 な デ バ イ ス の 任 意 の も の に お い て 実 施 す る こ と が で き る 。 音 声 プ ロ セ ッ
サ 技 術 お よ び 音 声 処 理 技 術 は 、 ハ ー ド ウ ェ ア 回 路 で も 、 ま た 図 １ ４ に 示 す よ う な 、 コ ン ピ
ュ ー タ 内 部 ま た は 他 の コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 環 境 内 部 で 実 行 さ れ る 音 声 処 理 ソ フ ト ウ ェ ア で
も 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 図 １ ４ は 、 説 明 す る 実 施 形 態 を 実 施 す る こ と が で き る 適 切 な コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 環 境 （
１ ４ ０ ０ ） の 一 般 化 さ れ た 例 を 示 し て い る 。 コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 環 境 （ １ ４ ０ ０ ） は 、 本
発 明 の 使 用 ま た は 機 能 の 範 囲 に 関 し て 何 ら 限 定 を 示 唆 す る も の で は な い 。 と い う の は 、 本
発 明 は 、 多 様 な 汎 用 ま た は 特 殊 目 的 の コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 環 境 に お い て 実 施 で き る か ら で
あ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 図 １ ４ を 参 照 す る と 、 コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 環 境 （ １ ４ ０ ０ ） が 、 少 な く と も １ つ の プ ロ
セ ッ サ （ １ ４ １ ０ ） お よ び メ モ リ （ １ ４ ２ ０ ） を 含 ん で い る 。 図 １ ４ で 、 こ の 最 も 基 本 的
な 構 成 （ １ ４ ３ ０ ） が 、 破 線 の 中 に 含 ま れ て い る 。 プ ロ セ ッ サ （ １ ４ １ ０ ） は 、 コ ン ピ ュ
ー タ 実 行 可 能 命 令 を 実 行 し 、 現 実 の プ ロ セ ッ サ で あ る こ と 、 ま た は 仮 想 の プ ロ セ ッ サ で あ
る こ と が 可 能 で あ る 。 マ ル チ プ ロ セ ッ シ ン グ シ ス テ ム で は 、 マ ル チ プ ロ セ ッ サ が 、 コ ン ピ
ュ ー タ 実 行 可 能 命 令 を 実 行 し て 処 理 能 力 を 高 め る 。 メ モ リ （ １ ４ ２ ０ ） は 、 揮 発 性 メ モ リ
（ 例 え ば 、 レ ジ ス タ 、 キ ャ ッ シ ュ 、 Ｒ Ａ Ｍ （ random access memory） ） 、 不 揮 発 性 メ モ リ
（ 例 え ば 、 Ｒ Ｏ Ｍ （ read only memory） 、 Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ （ electrically erasable progra
mmable read-only memory） 、 フ ラ ッ シ ュ メ モ リ 等 ） 、 ま た は 揮 発 性 メ モ リ と 不 揮 発 性 メ
モ リ の 何 ら か の 組 合 せ で あ る こ と が 可 能 で あ る 。 メ モ リ （ １ ４ ２ ０ ） は 、 量 子 化 マ ト リ ク
ス を 生 成 し 圧 縮 す る 、 音 声 符 号 器 を 実 現 す る ソ フ ト ウ ェ ア （ １ ４ ８ ０ ） を 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 環 境 は 、 さ ら な る 特 徴 を 有 す る こ と が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 コ ン ピ
ュ ー テ ィ ン グ 環 境 （ １ ４ ０ ０ ） は 、 ス ト レ ー ジ （ １ ４ ４ ０ ） 、 １ つ ま た は 複 数 の 入 力 デ バ
イ ス （ １ ４ ５ ０ ） 、 １ つ ま た は 複 数 の 出 力 デ バ イ ス （ １ ４ ６ ０ ） 、 お よ び １ つ ま た は 複 数
の 通 信 接 続 （ １ ４ ７ ０ ） を 含 む 。 バ ス 、 コ ン ト ロ ー ラ 、 ま た は ネ ッ ト ワ ー ク な ど の 相 互 接
続 機 構 （ 図 示 せ ず ） が 、 コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 環 境 （ １ ４ ０ ０ ） の 構 成 要 素 を 互 い に 接 続 す
る 。 通 常 、 オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム ソ フ ト ウ ェ ア （ 図 示 せ ず ） が 、 コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ
環 境 （ １ ４ ０ ０ ） に お い て 実 行 さ れ て い る 他 の ソ フ ト ウ ェ ア の た め の 動 作 環 境 を 提 供 し 、
コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 環 境 （ １ ４ ０ ０ ） の 構 成 要 素 の 活 動 を 調 整 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ス ト レ ー ジ （ １ ４ ４ ０ ） は 、 リ ム ー バ ブ ル で あ る こ と 、 ま た は ノ ン リ ム ー バ ブ ル で あ る
こ と が 可 能 で あ り 、 磁 気 デ ィ ス ク 、 磁 気 テ ー プ 、 ま た は 磁 気 カ セ ッ ト 、 Ｃ Ｄ （ compact di
sc [disk]） － Ｒ Ｏ Ｍ 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｗ （ CD-ReWritable） 、 Ｄ Ｖ Ｄ 、 ま た は 情 報 を 記 憶 す る の
に 使 用 す る こ と が で き 、 コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 環 境 （ １ ４ ０ ０ ） 内 で ア ク セ ス す る こ と が で
き る 任 意 の 他 の 媒 体 が 含 ま れ る 。 ス ト レ ー ジ （ １ ４ ４ ０ ） は 、 量 子 化 マ ト リ ク ス を 生 成 し
圧 縮 す る 、 音 声 符 号 器 を 実 現 す る ソ フ ト ウ ェ ア （ １ ４ ８ ０ ） に 対 す る 命 令 を 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 入 力 デ バ イ ス （ １ ４ ５ ０ ） は 、 キ ー ボ ー ド 、 マ ウ ス 、 ペ ン 、 ま た は ト ラ ッ ク ボ ー ル な ど
の タ ッ チ 入 力 デ バ イ ス 、 音 声 入 力 デ バ イ ス 、 走 査 デ バ イ ス 、 ま た は コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 環
境 （ １ ４ ０ ０ ） に 入 力 を 提 供 す る 別 の デ バ イ ス で あ る こ と が 可 能 で あ る 。 音 声 の 場 合 、 入
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力 デ バ イ ス （ １ ４ ５ ０ ） は 、 ア ナ ロ グ 形 態 ま た は デ ジ タ ル 形 態 の 音 声 入 力 を 受 け 入 れ る サ
ウ ン ド カ ー ド ま た は 同 様 の デ バ イ ス 、 あ る い は コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 環 境 に 音 声 サ ン プ ル を
提 供 す る Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 読 取 り 装 置 で あ る こ と が 可 能 で あ る 。 出 力 デ バ イ ス （ １ ４ ６ ０ ） は
、 デ ィ ス プ レ イ 、 プ リ ン タ 、 ス ピ ー カ 、 Ｃ Ｄ － 書 込 み 装 置 、 ま た は コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 環
境 （ １ ４ ０ ０ ） か ら 出 力 を 提 供 す る 別 の デ バ イ ス で あ る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 通 信 接 続 （ １ ４ ７ ０ ） は 、 通 信 媒 体 を 介 し て 別 の コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ エ ン テ ィ テ ィ へ の
通 信 を 可 能 に す る 。 通 信 媒 体 は 、 変 調 さ れ た デ ー タ 信 号 の 中 の 、 コ ン ピ ュ ー タ 実 行 可 能 命
令 、 圧 縮 さ れ た 音 声 情 報 ま た は ビ デ オ 情 報 、 あ る い は 他 の デ ー タ の よ う な 、 情 報 を 伝 送 す
る 。 変 調 さ れ た デ ー タ 信 号 と は 、 信 号 に 情 報 を 符 号 化 す る よ う に 特 性 の １ つ ま た は 複 数 が
設 定 さ れ た 、 ま た は 変 更 さ れ た 信 号 で あ る 。 例 と し て 、 限 定 と し て で は な く 、 通 信 媒 体 に
は 、 電 気 、 光 、 Ｒ Ｆ （ radio frequencies） 、 赤 外 線 、 音 響 、 ま た は そ の 他 の 搬 送 波 を 使
用 し て 実 施 さ れ る 、 有 線 技 術 ま た は 無 線 技 術 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 本 明 細 書 に お け る 音 声 処 理 技 術 は 、 コ ン ピ ュ ー タ 可 読 媒 体 の 一 般 的 な 状 況 で 説 明 す る こ
と が で き る 。 コ ン ピ ュ ー タ 可 読 媒 体 は 、 コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 環 境 内 部 で ア ク セ ス す る こ と
が で き る 任 意 の 可 用 な 媒 体 で あ る 。 例 と し て 、 限 定 と し て で は な く 、 コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ
環 境 （ １ ４ ０ ０ ） で は 、 コ ン ピ ュ ー タ 可 読 媒 体 に は 、 メ モ リ （ １ ４ ２ ０ ） 、 ス ト レ ー ジ （
１ ４ ４ ０ ） 、 通 信 媒 体 、 お よ び 以 上 の 任 意 の 物 の 組 合 せ が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 本 明 細 書 に お け る 音 声 処 理 技 術 は 、 コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 環 境 に お い て 、 タ ー ゲ ッ ト の 現
実 の プ ロ セ ッ サ 上 ま た は 仮 想 の プ ロ セ ッ サ 上 で 実 行 さ れ る 、 プ ロ グ ラ ム モ ジ ュ ー ル に 含 ま
れ る コ ン ピ ュ ー タ 実 行 可 能 命 令 の よ う な 、 コ ン ピ ュ ー タ 実 行 可 能 命 令 の 一 般 的 な 状 況 で 説
明 す る こ と が で き る 。 一 般 に 、 プ ロ グ ラ ム モ ジ ュ ー ル に は 、 特 定 の タ ス ク を 行 う 、 ま た は
特 定 の 抽 象 デ ー タ 型 を 実 装 す る ル ー チ ン 、 プ ロ グ ラ ム 、 ラ イ ブ ラ リ 、 オ ブ ジ ェ ク ト 、 ク ラ
ス 、 コ ン ポ ー ネ ン ト 、 デ ー タ 構 造 等 が 含 ま れ る 。 プ ロ グ ラ ム モ ジ ュ ー ル の 機 能 は 、 様 々 な
実 施 形 態 に お い て 、 所 望 に 応 じ て プ ロ グ ラ ム モ ジ ュ ー ル の 間 で 組 み 合 わ せ る こ と 、 ま た は
分 割 す る こ と が 可 能 で あ る 。 プ ロ グ ラ ム モ ジ ュ ー ル に 関 す る コ ン ピ ュ ー タ 実 行 可 能 命 令 は
、 ロ ー カ ル の コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 環 境 内 ま た は 分 散 コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 環 境 内 で 実 行 さ れ
る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 提 示 の た め 、 詳 細 な 説 明 は 、 「 判 定 す る 」 、 「 生 成 す る 」 、 「 調 整 す る 」 、 お よ び 「 適
用 す る 」 の よ う な 用 語 を 使 用 し て 、 コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 環 境 に お け る コ ン ピ ュ ー タ 動 作 を
説 明 し て い る 。 以 上 の 用 語 は 、 コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 行 わ れ る 動 作 の 高 レ ベ ル の 抽 象 化 で
あ り 、 人 間 に よ っ て 行 わ れ る 動 作 と 混 同 し て は な ら な い 。 以 上 の 用 語 に 対 応 す る 実 際 の コ
ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 動 作 は 、 実 施 形 態 に 応 じ て 異 な る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 前 述 し た 実 施 形 態 に 関 連 し て 本 発 明 の 原 理 を 説 明 し 、 図 示 し た の で 、 そ の よ う な 原 理 を
逸 脱 す る こ と な く 、 前 述 し た 実 施 形 態 の 構 成 お よ び 詳 細 を 変 更 で き る こ と が 認 め ら れ よ う
。 本 明 細 書 で 説 明 す る プ ロ グ ラ ム 、 プ ロ セ ス 、 ま た は 方 法 は 、 特 に 明 記 し な い 限 り 、 い ず
れ の 特 定 の タ イ プ の コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 環 境 に も 関 連 す る こ と も 、 限 定 さ れ る こ と も な い
こ と を 理 解 さ れ た い 。 様 々 な タ イ プ の 汎 用 の コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 環 境 ま た は 特 殊 化 さ れ た
コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 環 境 が 、 本 明 細 書 で 説 明 す る 教 示 に よ る 動 作 で 使 用 す る こ と が で き 、
あ る い は そ の 動 作 を 行 う こ と が で き る 。 ソ フ ト ウ ェ ア で 示 し た 前 述 の 実 施 形 態 の 要 素 を ハ
ー ド ウ ェ ア で 実 施 す る こ と も で き 、 そ の 逆 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 音 声 処 理 技 術 を 本 明 細 書 の と こ ろ ど こ ろ で 単 一 の 統 合 さ れ た シ ス テ ム の 一 部 と し て 説 明
し て い る が 、 そ の 技 術 は 、 別 々 に 、 場 合 に よ り 、 そ の 他 の 技 術 と 組 み 合 わ せ て 適 用 す る こ
と が で き る 。 代 替 の 実 施 形 態 で は 、 符 号 器 ま た は 復 号 器 以 外 の 音 声 処 理 ツ ー ル が 、 そ の 技
術 の １ つ ま た は 複 数 を 実 施 す る 。
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【 ０ ０ ９ ７ 】
　 前 述 し た 音 声 符 号 器 と 音 声 復 号 器 の 実 施 形 態 は 、 様 々 な 技 術 を 実 施 す る 。 こ の 技 術 の 動
作 は 、 通 常 、 提 示 の た め に 特 定 の 順 序 で 説 明 さ れ る が 、 こ の 説 明 の 仕 方 は 、 特 定 の 順 序 が
必 須 で な い 限 り 、 動 作 の 順 序 の 小 さ な 並 べ 替 え を 包 含 す る こ と を 理 解 さ れ た い 。 例 え ば 、
順 時 に 説 明 し た 動 作 が 、 一 部 の ケ ー ス で は 、 並 べ 替 え ら れ る こ と 、 ま た は 同 時 に 行 わ れ る
こ と が 可 能 で あ る 。 さ ら に 、 簡 明 に す る た め 、 フ ロ ー チ ャ ー ト は 、 通 常 、 特 定 の 技 術 を 他
の 技 術 と 併 せ て 使 用 す る こ と が で き る 様 々 な 仕 方 を 示 し て は い な い 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 本 発 明 の 原 理 を 適 用 す る こ と が で き る 多 数 の 可 能 な 実 施 形 態 に 鑑 み て 、 特 許 請 求 の 範 囲
お よ び 趣 旨 に 含 ま れ る 可 能 性 が あ る す べ て の そ の よ う な 実 施 形 態 お よ び 等 価 の 形 態 を 本 発
明 と し て 主 張 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ９ 】
【 図 １ 】 説 明 す る 実 施 形 態 が 実 施 さ れ る こ と が 可 能 な 音 声 符 号 器 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 説 明 す る 実 施 形 態 が 実 施 さ れ る こ と が 可 能 な 音 声 復 号 器 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 の 一 実 施 形 態 を 使 用 し て 符 号 化 さ れ 、 不 可 逆 的 フ
レ ー ム 、 混 合 の 可 逆 的 フ レ ー ム 、 お よ び 純 可 逆 的 フ レ ー ム か ら 成 る 圧 縮 さ れ た 音 声 信 号 を
示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 の 実 施 形 態 に お い て 入 力 音 声 信 号 を 不 可 逆 的 フ レ
ー ム と し て 、 混 合 の 可 逆 的 フ レ ー ム と し て 、 ま た は 純 可 逆 的 フ レ ー ム と し て 符 号 化 す る こ
と を 選 択 す る た め の プ ロ セ ス を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 の 実 施 形 態 に お け る 混 合 の 可 逆 的 フ レ ー ム
の 混 合 の 可 逆 的 圧 縮 を 示 す デ ー タ フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の 混 合 の 可 逆 的 圧 縮 プ ロ セ ス 内 で 変 調 離 散 コ サ イ ン 変 換 と そ の 逆 変 換 を と も
に 計 算 す る 等 価 処 理 マ ト リ ク ス を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ４ の 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 の 実 施 形 態 に お け る 純 可 逆 的 フ レ ー ム の 純
可 逆 的 圧 縮 を 示 す デ ー タ フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の 純 可 逆 的 圧 縮 に お け る ト ラ ン ジ ェ ン ト 検 出 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ７ の 純 可 逆 的 圧 縮 に お け る マ ル チ チ ャ ネ ル 最 小 ２ 乗 予 測 フ ィ ル タ の た め に 使 用
さ れ る 基 準 サ ン プ ル を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ７ の 純 可 逆 的 圧 縮 に お け る カ ス ケ ー ド 式 Ｌ Ｍ Ｓ フ ィ ル タ を 通 る 構 成 お よ び デ
ー タ フ ロ ー を 示 す デ ー タ フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 可 逆 的 符 号 化 の た め に 設 計 さ れ た サ ブ シ ー ケ ン ス を 含 む 入 力 音 声 フ レ ー ム の シ
ー ケ ン ス に 関 す る ウ イ ン ド ウ 化 お よ び ウ イ ン ド ウ 化 さ れ た フ レ ー ム を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 １ ２ 】 混 合 の 可 逆 的 フ レ ー ム の 復 号 化 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ３ 】 純 可 逆 的 フ レ ー ム の 復 号 化 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 ４ の 統 合 さ れ た 不 可 逆 的 可 逆 的 圧 縮 の 実 施 形 態 の た め の 適 切 な コ ン ピ ュ ー テ
ィ ン グ 環 境 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ０ ０ 】
　 １ ０ ０ 　 音 声 符 号 器
　 １ ０ ８ 　 セ レ ク タ
　 １ １ ０ 　 マ ル チ チ ャ ネ ル プ リ プ ロ セ ッ サ
　 １ ２ ０ 　 パ ー テ ィ シ ョ ナ ／ タ イ ル 構 成 器
　 １ ３ ０ 　 周 波 数 変 換 器 知 覚
　 １ ４ ０ 　 知 覚 モ デ ラ
　 １ ４ ２ 　 重 み 付 け 器
　 １ ５ ０ 　 マ ル チ チ ャ ネ ル 変 換 器
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　 １ ６ ０ 　 量 子 化 器
　 １ ７ ０ 　 エ ン ト ロ ピ ー 符 号 器
　 １ ７ ２ 　 混 合 ／ 純 可 逆 的 符 号 器
　 １ ７ ４ 　 エ ン ト ロ ピ ー 符 号 器
　 １ ８ ０ 　 コ ン ト ロ ー ラ
　 １ ９ ０ 　 Ｍ Ｕ Ｘ
　 ２ ０ ０ 　 音 声 符 号 器
　 ２ １ ０ 　 Ｄ Ｅ Ｍ Ｕ Ｘ
　 ２ ２ ０ 　 エ ン ト ロ ピ ー 復 号 器
　 ２ ２ ２ 　 混 合 ／ 純 可 逆 的 復 号 器
　 ２ ３ ０ 　 タ イ ル 構 成 復 号 器
　 ２ ４ ０ 　 逆 マ ル チ チ ャ ネ ル 変 換 器
　 ２ ５ ０ 　 逆 量 子 化 器 ／ 重 み 付 け 器
　 ２ ６ ０ 　 逆 周 波 数 変 換 器
　 ２ ７ ０ 　 オ ー バ ー ラ ッ パ ー （ ｏ ｖ ｅ ｒ ｌ ａ ｐ ｐ ｅ ｒ ） ／ 加 算 器
　 ２ ８ ０ 　 マ ル チ チ ャ ネ ル ポ ス ト プ ロ セ ッ サ
　 ３ ０ ０ ～ ３ ０ ４ 　 Ｌ Ｓ Ｆ
　 ３ １ ０ ～ ３ １ ２ 　 Ｐ Ｌ Ｌ Ｆ
　 ３ ２ ０ ～ ３ ２ ２ 　 Ｍ Ｌ Ｌ Ｆ
　 １ ４ ０ ０ 　 コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ 環 境
　 １ ４ １ ０ 　 プ ロ セ ッ サ
　 １ ４ ２ ０ 　 メ モ リ
　 １ ４ ３ ０ 　 基 本 的 構 成
　 １ ４ ４ ０ 　 ス ト レ ー ジ
　 １ ４ ５ ０ 　 入 力 デ バ イ ス
　 １ ４ ６ ０ 　 出 力 デ バ イ ス
　 １ ４ ７ ０ 　 通 信 接 続
　 １ ４ ８ ０ 　 ソ フ ト ウ ェ ア
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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